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平成24年第１回太子町議会定例会（第436回町議会）会議録（第４日） 

平成24年３月５日 

午 前 10 時 開議 

                 議  事  日  程 

１ 議案第18号 平成24年度兵庫県太子町一般会計予算 

２ 議案第19号 平成24年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計予算 

３ 議案第20号 平成24年度兵庫県太子町介護保険特別会計予算 

４ 議案第21号 平成24年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計予算 

５ 議案第22号 平成24年度兵庫県太子町墓園事業特別会計予算 

６ 議案第23号 平成24年度兵庫県太子町下水道事業特別会計予算 

７ 議案第24号 平成24年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計予算 

８ 議案第25号 平成24年度兵庫県太子町水道事業会計予算 

        （総 括 質 疑） 

                本日の会議に付した事件 

１ 議案第18号 平成24年度兵庫県太子町一般会計予算 

２ 議案第19号 平成24年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計予算 

３ 議案第20号 平成24年度兵庫県太子町介護保険特別会計予算 

４ 議案第21号 平成24年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計予算 

５ 議案第22号 平成24年度兵庫県太子町墓園事業特別会計予算 

６ 議案第23号 平成24年度兵庫県太子町下水道事業特別会計予算 

７ 議案第24号 平成24年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計予算 

８ 議案第25号 平成24年度兵庫県太子町水道事業会計予算 

        （総 括 質 疑） 

会議に出席した議員        

  １番   中 薮 清 志         ２番   堀   卓 史 

  ３番   藤 澤 元之介         ４番   首 藤 佳 隆 

  ５番   福 井 輝 昭         ６番   森 田 眞 一 

  ７番   平 田 孝 義         ８番   吉 田 日出夫 

  ９番   井 川 芳 昭        １０番   清 原 良 典 

 １１番   中 島 貞 次        １２番   服 部 千 秋 

 １３番   井 村 淳 子        １４番   橋 本 恭 子 

 １５番   中 井 政 喜        １６番   佐 野 芳 彦 

会議に欠席した議員 

   な   し 

会議に出席した事務局職員 

 局     長  上 田 眞 也     書     記  北   陽一郎 

 書     記  森 本 麻 友 

説明のため出席した者の職氏名 

 町     長  首 藤 正 弘     副  町  長  八 幡 儀 則 

 教  育  長  寺 田 寛 文     総 務 部 長  香 田 大 然 

 生活福祉部長  山 本 修 三     経済建設部長  山 本 武 志 

 教 育 次 長  神 南 隆 司     財 政 課 長  堀   恭 一 
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        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━        

   （開議 午前９時59分） 

○議長（佐野芳彦） 皆さんおはようござい

ます。 

 平成24年第１回太子町議会定例会第４日目

におそろいでご出席いただき、ありがとうご

ざいます。 

 ただいまの出席議員は16名です。定足数に

達していますので、ただいまから平成24年第

１回太子町議会定例会を再開します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 議案第１８号 平成２４年度 

       兵庫県太子町一般会計予算 

  日程第２ 議案第１９号 平成２４年度 

       兵庫県太子町国民健康保険特 

       別会計予算 

  日程第３ 議案第２０号 平成２４年度 

       兵庫県太子町介護保険特別会 

       計予算 

  日程第４ 議案第２１号 平成２４年度 

       兵庫県太子町後期高齢者医療 

       特別会計予算 

  日程第５ 議案第２２号 平成２４年度 

       兵庫県太子町墓園事業特別会 

       計予算 

  日程第６ 議案第２３号 平成２４年度 

       兵庫県太子町下水道事業特別 

       会計予算 

  日程第７ 議案第２４号 平成２４年度 

       兵庫県太子町前処理場事業特 

       別会計予算 

  日程第８ 議案第２５号 平成２４年度 

       兵庫県太子町水道事業会計予 

       算 

○議長（佐野芳彦） 日程第１、議案第18号

平成24年度兵庫県太子町一般会計予算から日

程第８、議案第25号平成24年度兵庫県太子町

水道事業会計予算までを一括議題とします。 

 上程中の議案第18号から議案第25号までに

ついては２月24日の本会議で既に提案理由の

説明が終わっていますので、これから質疑を

行います。 

 まず、総括質疑を行います。 

 質疑を通告されました議員に申し上げま

す。 

 質疑は一般質問席でお願いします。 

 質疑、答弁は一括で行い、簡潔明快にお願

いします。 

 また、今期定例会では時間制により総括質

疑を行うことになっておりますので、よろし

くお願いします。 

 それでは、通告順に発言を許します。 

 橋本恭子議員。 

○橋本恭子議員 皆さんおはようございま

す。 

 橋本恭子、通告に従いまして総括質疑を行

います。よろしくお願いいたします。 

 平成24年度町政施策方針について伺いま

す。 

 政策１、「健康でいきいきと暮らせるまち

づくり」について伺います。３点伺います。 

 新規事業で、こころの相談事業を具体的に

お願いします。 

 ２点目、新規事業で、地域保健推進計画が

24年度終了し、計画の見直しをして食育推進

計画を策定するとの内容であります。よろし

くお願いします。 

 ３点目、子宮頸がん予防ワクチン接種で、

中学１年生から高校１年生の女子が対象であ

りますが、中１、中２、中３、高１の別の人

数と啓発方法について伺います。 

 政策２、「誰もが支え合って暮らせるまち

づくり」について伺います。３点伺います。 

 新規事業で、交通機関など利用が特に困難

で自家用自動車を持たない高齢者、障害者世

帯に対してタクシー利用券を交付するやすら

ぎタクシー運賃助成事業の具体的内容をお願

いします。 

 ２点目、新規で障害児の健やかな育成を図
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るため、障害児の通所事業やデイサービス事

業などの必要な支援を詳細にお願いします。 

 ３点目、災害時に支援が必要な高齢者や障

害者などのように要支援者の避難支援対策と

して災害時要支援登録者個別計画書を作成す

るためとのことでありますが、自治会ごとに

個別説明会をするということでありますが、

その内容について伺います。 

 政策３、「子ども達の笑顔があふれるまち

づくり」について伺います。２点伺います。 

 乳児家庭全戸訪問事業を実施して児童虐待

の発生を未然に防ぐとありますが、詳細にお

願いします。 

 ２点目、中学校における新学習指導要領の

全面実施を受けて、外国語指導助手（ＡＬ

Ｔ）を１名増員して両中学校に各１名を通年

配置し、英語を学ぶ意欲とコミュニケーショ

ン能力育成で１年から３年の授業時間とレベ

ルは、について伺います。 

 政策４、「安心して暮らせるまちづくり」

について伺います。２点伺います。 

 都市基盤の整備で、崩壊が懸念されている

東出字平岩の丹生山の急傾斜地崩壊対策の工

事予定について伺います。 

 ２点目、高齢者交通安全教室の予定はどの

ようになっているか伺います。 

 政策５、「快適で住みやすいまちづくり」

について伺います。２点伺います。 

 新規で、都市再生整備計画事業の詳細につ

いて伺います。 

 ２点目、新規で、神姫バスなど民営乗り合

いバスの赤字路線（姫路駅～龍野線、山崎～

ダイセル線）について、平成23年度の国、県

の制度改正で市町村にも185万円助成を求め

られていますが、この基準について伺いま

す。 

 政策６、「美しくすがすがしいまちづく

り」について伺います。１点伺います。 

 公共下水道の接続、水洗化率は約88％であ

ります。水洗化率の向上にどう取り組まれる

か説明を求めます。 

 政策７、「憩い、ふれあいがある心豊かな

まちづくり」について伺います。１点です。 

 図書館で利用者の利便性の向上を図るた

め、自宅から図書検索、貸出予約の可能にな

る図書管理システムの運用を平成25年度から

開始するため平成24年度は書籍データの作成

とあるが、書籍大量にあるが、内容について

伺います。 

 政策８、「産業の活気あふれるまちづく

り」について、２点伺います。 

 国の事業を有効活用し、町地域農業再生協

議会など関係機関と連携を図り、新規就農

者、認定農業者の掘り起こしや集落営農組織

の育成の具体的内容について伺います。 

 ２点目、ため池決壊による災害を未然に防

ぐため、原地区新池余水吐補修工事詳細につ

いてお願いします。 

 政策９、「自治と連携による力強いまちづ

くり」について、１点伺います。 

 庁舎建設の推進で、現在太子町新庁舎建設

検討委員会を初め、町民からの意見をいただ

き、平成25年度の新庁舎建設工事の着手に向

かって、国から交付金、地方債を活用して基

金から買い戻すとの具体的内容について伺い

ます。 

 それから、平成24年度の各会計の歳入歳出

予算総額について伺います。 

 一般会計は94億9,812万円、特別会計（６

会計）68億9,558万円、企業会計５億9,895万

4,000円ということで、予算総額は169億

9,265万4,000円であります。 

 歳入の財源確保ができ、歳出の削減などの

ほか、昨年より1.6％減になる要因について

伺いたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） お答えいたします。 

 まず、第１点目のこころの相談事業でござ

いますが、この件につきましては、町民を対

象にさまざまなストレスや悩み等の相談に月

１回予約制で保健福祉会館におきまして精神

保健福祉士が個別に相談に応じるということ

でございます。 
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 町民の皆さんが近くで気軽に相談でき、う

つ病等心の病気の予防、早期対応に努めてい

ただき、町民の生活習慣改善の場となるよう

実施するというところでございます。 

 この精神保健福祉士は、やはり専門職でご

ざいますし、一応今のところ特定非営利法人

いねいぶるのほうに派遣をお願いするという

ことで取り組みをしていきたいと、このよう

に考えるところでございます。 

 続きまして、第２点目でございますが、地

域保健推進計画の改定でございますが、健康

増進法に基づきまして、町民の健康づくり施

策を総合的、計画的に進めるとともに、住民

一人一人が主体的に健康づくりに取り組める

ように支援していくため、これまでの計画を

見直し、平成25年度より５カ年の計画策定を

実施するところでございます。 

 また、食育推進計画の策定につきまして

は、食育基本法第18条に基づきまして、町民

一人一人が食について改めて意識を高め、健

康を増進する健全な食生活を実践するための

計画を地域保健推進計画に合わせて策定する

ものでございます。 

 次に、子宮頸がんのワクチン接種について

でございますが、子宮頸がん予防ワクチンの

接種状況は、１月末時点で中１の方は

174名、接種率が88.3％、中学２年生は

156人、接種率88.6％、中学３年生は176人、

接種率88.9％、高校１年生の方は138人、接

種率が86.3％でございます。 

 接種対象者につきましては、個別に案内

文、予診票、注意書、普及パンフレット等を

送付いたしておりますが、そうした中、再度

広報、ホームページに啓発記事を掲載し、接

種の勧奨を行っておるところでございます。

また、教育委員会、学校等と協力し、接種に

ついての普及啓発にも努めておるところでご

ざいます。 

 次に、やすらぎタクシーの関係でございま

すが、この件につきましては、タクシー運賃

助成事業の内容といたしまして、在宅生活を

していらっしゃる満70歳以上の単身世帯また

は満70歳以上の高齢者を含む65歳以上で構成

する高齢者世帯で自家用自動車を持たない世

帯及び在宅生活をしていらっしゃいます身体

障害者手帳１級、２級、療育手帳Ａ判定、精

神障害者保健福祉手帳１級のいずれかを所持

する方を有する世帯で自家用自動車を持たな

い、または自動車税の減免を受けていらっし

ゃらない世帯を対象といたしております。 

 内容といたしましては、１枚500円の利用

券を高齢者世帯には年間30枚、障害者世帯に

つきましては年間48枚を交付し、タクシー利

用の際に１枚使用できるということでござい

ます。１乗車につきまして500円を助成する

ものでございます。 

 本事業を実施することにより、日常生活に

おいて通院、買い物等外出することが困難な

高齢者や障害を持つ方の外出支援となり、ま

た当該高齢者や障害を持つ方の生きがいづく

り、生活支援に寄与できるものと、このよう

に考えております。 

 続きまして、「誰もが支え合って暮らせる

まちづくりについて」、新規で障害児の健や

かな育成を図るため、障害児の通所事業やデ

イサービス事業など必要な支援の詳細という

ことでございますが、児童発達支援、医療型

児童発達支援、放課後等デイサービス、保育

所等訪問支援の４事業を障害児通所支援事業

として実施するものでございます。 

 児童発達支援は、集団療育及び個別療育が

必要であると認められる未就学の障害児を対

象に日常生活における基本的な動作の指導、

知識・技能の付与、集団生活への適応訓練な

どの支援でございます。 

 療育型児童発達支援は、肢体不自由があ

り、理学療法等の機能訓練または医療等管理

下での支援が必要であると認められる障害児

を対象に児童発達支援及び治療を行うもので

ございます。 

 放課後等デイサービスは、学校教育法第１

条に規定する学校に就学し、授業の終了後ま

たは休業日に支援が必要と認められる障害児

を対象に、生活能力の向上のために必要な訓
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練、社会との交流促進に必要な支援を行うも

のであります。学校と連携・協働しながら支

援を行うことが大切であると、このように考

えております。 

 保育所等訪問支援は、省令で定めます保育

所、その他の児童が集団生活を営む施設に通

う障害児であって、当該施設を訪問し、専門

的な支援が必要と認められる障害児を対象

に、障害児以外の児童との集団生活に適応で

きるよう専門的な支援を行うものでございま

す。 

 次に、災害時要援護者登録者個別計画書の

作成のための自治会ごとの説明でございます

が、まず災害時要援護者登録について申し上

げます。 

 この登録は、障害者から開始し、順次ひと

り暮らし高齢者、高齢者のみの世帯、介護保

険要介護認定者のうち要介護者介護３から５

の認定者、難病患者のうち災害時支援を受け

るために自己の個人情報を提供することに同

意された在宅の方について行っており、現在

745名の方が登録されてございます。 

 登録内容は、氏名等の基本情報、緊急連絡

先、障害の状態、介護保険認定の有無・程

度、避難所への移動手段等に加え、近隣の方

で避難時に支援していただける方２名の氏名

等でございます。 

 続きまして、災害時要援護者登録者個別計

画書でございますが、登録者全員ではなく、

人工呼吸器を使用されたり、人工透析、在宅

酸素療法をされている方や障害の程度が重

く、ご家族による避難介助が非常に困難な方

など、一般の避難所で過ごされることが難し

い方などを対象といたしております。現在、

46名の個別計画を策定しておるところでござ

います。 

 このような中、自治会長、民生委員、民生

協力委員、自治会協議員に集まっていただ

き、自治会内での危険箇所、一時避難場所、

登録者一人一人の状況を確認し、個別計画が

必要な方を把握し、また登録されていない方

で気になる方の登録の勧め方につきましても

確認を行っております。 

 この自治会の説明会は、現在まで斑鳩、石

海地区が終了いたしておりまして、今後太

田、龍田地区を24年度中旬までに終了するよ

うに予定をいたしてございます。 

 続きまして、「子ども達の笑顔があふれる

まちづくり」についてでございますが、この

件につきましては、生後４カ月までの新生児

のいるすべての家庭を専門員が訪問し、育児

等に関するさまざまな不安や悩みを聞き、相

談に応じるほか、子育て支援に関する情報提

供等を行ってまいります。 

 また、母子の心身の状況や養育環境を把握

し、助言を行い、乳児のいる家庭の地域での

孤立を防ぎ、また育児不安の軽減や子供虐待

の予防に取り組むものでございます。 

 訪問の結果、より支援が必要であると判断

された家庭につきましては、適宜関係者が集

まりましてケース会議を開催、保健師や家庭

児童相談員等の家庭訪問につなげるほか、適

切な支援体制を整えるものでございます。 

 次に、中学校における新学習指導要領の件

でございます。 

 この新学習指導要領では、国が定める中学

校の標準授業時間は、英語では週当たりの授

業時間数を各学年で１時間増やしまして、週

３時間から週４時間となります。３年間で学

ぶ語数も900語から1,200語に増やし、聞くこ

と、話すこと、読むこと、書くことの４技能

をバランスよく育成することを目指しており

ます。 

 そうしたところで、外国語指導助手、ＡＬ

Ｔを活用した国際理解教育については、これ

までも英語の授業時間とは別の総合的な学習

の時間を当てまして、週１時間、西中、東中

で前期、後期に分けて、それぞれ半年間行っ

ておるところでございます。 

 来年度におきましても、総合的な学習の時

間を活用し、週１時間、１年間を通して実施

いたします。母国語が英語であるという特徴

を生かした授業によるさまざまな英語表現の

学習機会が増えること、生徒が異なる文化背
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景を持つ人と接することによりまして、さま

ざまな価値観があることに気づいたり、ＡＬ

Ｔがよい聞き手となることでより豊かなコミ

ュニケーションを学ぶ機会が一層増えること

などから、生徒の英語力についてレベルアッ

プが図れるものと、このように考えておりま

す。 

 次に、都市基盤整備の件で、丹生の件でご

ざいますが、この東出字平岩地区の急傾斜地

崩壊対策事業計画につきましては、既に地質

調査と設計が完了してございます。対策工法

を重力式擁壁と吹付法枠工法を決定いたして

おります。 

 現在、土地所有者の特定を進めながら着手

に向けた準備作業を進めておりますが、工事

着手後の工期は約２年から３年ほどかかる予

定でございます。 

 今後は、用地測量や土地所有者との境界立

会を行いまして、急傾斜地崩壊危険区域の指

定と土地所有者との無償貸借契約を取り交わ

し、工事着手する予定となっております。 

 続きまして、高齢者交通安全教室の関係で

ございますが、高齢者の交通ルールとマナー

の意識の向上を図り、自転車及び歩行者の事

故防止を図るため、24年度の高齢者交通安全

教室の予定は10から12団体を今のところ予定

をいたしておるところでございまして、今太

子町には49クラブの老人クラブがございま

す。そうした老人クラブを対象とした交通安

全教室を開催いたしたいと、このように考え

ております。 

 次に、新規で、都市再生整備事業の詳細に

ついてでございますが、この件につきまして

は、斑鳩寺を中心としました「歴史拠点」と

ふるさと文化村を中心としました「文化拠

点」、また新庁舎整備による「交流拠点」の

連携による「和のまち太子」の都市拠点づく

りを目標として、「歴史と和のまち・太子交

流拠点地区」と整備地区を定めまして、新庁

舎予定地を含む中心市街地におきまして、国

土交通省所管の都市再生整備計画の事業を計

画いたしておるところでございます。 

 平成24年度より29年度までの５カ年間で新

庁舎予定地では地域交流センター、また交流

広場、情報板設置等々周辺を考えており、周

辺整備ではコミュニティー歩道や町道拡幅な

どを予定いたしております。 

 他に提案事業といたしまして、地区内に情

報案内板の設置や公民館の改修などを計画を

する予定でございます。 

 次に、乗り合いバスの関係でのお問いでご

ざいますが、路線バス系統のうち、複数市町

にまたがり、地域間の幹線機能を担う系統に

ついては、国、県が中心となりまして運行補

助を行ってきたところでございますが、路線

バス維持による受益は市町にも及ぶとの観点

から、国、県の補助制度が改正されるに伴

い、新たに市町にも運行補助を求められるこ

とになったところでございます。 

 本町が行う運行補助は、国、県と協調して

行いますので、補助基準も国、県の基準を準

用してございます。 

 具体に申しますと、経常収益に対して補助

対象の経常費用が上回っている系統につい

て、国庫補助路線では補助対象、経常費用と

経常収益の差額の２分の１、県単独補助路線

については、当該差額の全額を町が負担しま

す。 

 なお、町補助金のうち３分の２につきまし

ては県補助金が町に対して支払われますの

で、町の実質的な負担額は町補助金のうちの

３分の１となるものでございます。 

 続きまして、公共下水への接続、水洗化率

等の問いでございますが、平成21年度、22年

度で実施いたしました未接続世帯訪問事業に

よる実態調査及びアンケート調査の分析結果

をもとに、個別訪問並びに接続依頼文書の発

送などを引き続き実施することにより、接続

者との間の負担の公平を図るとともに、整備

しました下水道施設を最大限に活用し、投下

資本の早期回収及び経営健全化に努めてまい

りたいと、このように考えております。 

 いろいろとそれぞれの未接続の世帯にはご

事情もございます。そうした中で、しかし
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我々は一応早く接続をしていただきたいとい

うところで推進をしていきたいと思います。 

 この今現在、24年１月末では80.1％まで若

干率は上がってきておるところでございま

す。 

 続きまして、図書館のシステム運用の関係

のお問いでございますが、平成24年２月末の

蔵書冊数でございますが、17万3,450冊でご

ざいます。平成24年度は、１階開架室の蔵書

を中心に、約11万冊の図書をデータ化してい

こうと考えております。 

 そして、平成25年度は、既に絶版になって

いる貴重書等書庫の図書のデータ化を職員が

行い、後半にシステムの運用を開始する予定

でございます。 

 平成24年２月末までに内容の古くなった図

書や汚損、破損により修理できない図書

6,766冊を除籍し、除籍図書のリサイクルの

実施や幼稚園、学校、児童館への配付によ

り、図書を再利用したところでございます。 

 今後もさらに蔵書の内容を精査し、科学技

術や医学等、内容の古くなった図書の除籍を

進め、町民の皆さんに活用していただける図

書をデータ化してまいりたいと、このように

考えております。 

 続きまして、国の事業を有効活用し、新規

就農者、認定農業者等々の育成の具体内容で

ございますが、太子町農区長会に依頼いたし

まして、現況把握のため、新規就農者や集落

営農組織の状況を聞き取りする中から地域の

中心となる担い手の一覧表を作成し、太子

町、兵庫県龍野農業改良普及センター及びＪ

Ａ兵庫西農業協同組合揖龍東営農センターの

三者が連携して、集落の中心となる経営体、

個人、法人、集落営農に農地の集積等を図る

ため、人・農地プランの作成に必要な営農相

談会等の啓発活動を一層促進し、重点的に選

定した集落におきまして、講習会や研修会を

開催して育成を図るものでございます。 

 次に、ため池災害防止の関係でございます

が、原新池は１万9,000立方メートルの貯水

能力があるため池でございます。この池も老

朽に伴い、斜樋からの排水機能を担っており

ます導水管等が破損し、周辺に漏水の影響か

ら陥没等の被害を及ぼしていることから、補

修工事を実施するものであります。 

 工事の詳細につきましては、斜樋、導水管

が一体化している余水吐１カ所、階段斜樋一

式、導水管の内容となってございます。 

 この事業につきましては、県補助の県単独

緊急ため池整備事業を活用して実施するもの

でございます。 

 続きまして、庁舎建設の関係でございます

が、この件につきましては、もう既に一般質

問でもお答えいたしましたが、庁舎単独では

建物建築費に係る起債以外の財源手当てはご

ざいません。庁舎に地域交流センター機能を

併設することによりまして、新庁舎用地の基

金からの買い戻し予定額４億8,700万円のう

ち、地域交流センター部分及び交流広場部分

に対しては、国の交付金4,860万円、また起

債対象となることによる町債5,480万円、合

わせて１億340万円の資金が確保できる見通

しでございます。交付金と町債を引きました

残りの額３億8,360万円は、土地開発基金の

一般財源化で対応するものでございます。 

 そして、住民に優しい開かれた庁舎としま

して、住民が自由に使い、交流ができる地域

交流スペースを持つ庁舎の基本計画を進めて

まいりましたが、基本的には庁舎建設事業へ

の交付金活用メニューは少なく、太陽光発電

や木材利用など部分的なものに限られるため

に、複合施設化による交付金活用の検討を進

めてまいって、先ほど申し上げましたよう

に、新庁舎に併設して地域交流センターを計

画、また屋外には一時避難場所にもなります

交流広場の計画をいたしております。 

 24年度には、国土交通省の事業採択を受け

た後に両事業の用地費と設計費、また25年度

以降には建設費の都市再生整備交付金を取得

する計画でございます。そのために、24年度

の交付決定後に基金で購入している用地を買

い戻し、交付金を取得するものでございま

す。 
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 地方債につきましては、庁舎建設事業と都

市再生整備計画事業の両事業での活用を考え

てございます。 

 最後に、財源的な質問でございますが、平

成24年度の各会計の歳入歳出予算総額が前年

度より1.6％の減となっている要因につきま

しては、水道事業会計において資本的支出が

前年度と比べて６億5,394万円、53.2％の減

となっていることによるものでございます。 

 その主な内容につきましては、配水施設改

良費の工事請負費が６億8,255万2,000円の減

でございます。前年度は立岡山北配水池整備

工事などが計上されたことによるものでござ

います。 

 いずれにいたしましても、予算の編成に当

たりましては、歳入を確実に捕捉し、事業の

優先度に合わせて必要不可欠な経費を歳出予

算に計上しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 橋本恭子議員。 

○橋本恭子議員 町長より丁寧に説明をいた

だきました。ありがとうございました。 

 私も24年度の一般会計の予算委員会に入っ

ておりますので、詳しい説明いただきました

ので、これで総括質疑を終わりたいと思いま

す。ありがとうございました。 

○議長（佐野芳彦） 以上で橋本恭子議員の

総括質疑は終わりました。 

 次に、井村淳子議員。 

○井村淳子議員 失礼いたします。公明党井

村淳子でございます。 

 第５次太子町総合計画に沿った平成24年度

の町長の施政方針について、通告に従い質問

をいたします。 

 なお、橋本議員と重なるところもあります

が、よろしくお願いをいたします。 

 政策１、「健康でいきいきと暮らせるまち

づくり」について。 

 うつ病などの心の病気の早期発見と早期対

応を図るため、毎月１回保健福祉会館で専門

職員によるこころの相談事業を実施するとあ

りました。 

 これにつきましては、先ほど橋本議員のほ

うからの説明にも答えていただいております

が、月１回、何人ぐらい予約をできるんでし

ょうか。最大予約人数ですね。それをお答え

いただきたいと思います。 

 それと、現在２カ月に１回、こころのケア

相談等とかも実施されておりますが、名称も

よく似ていて紛らわしくなりますが、どのよ

うにすみ分けるのかについてもお伺いをいた

します。 

 ２番目、住民の健康寿命の延伸を基本理念

とした太子町地域保健推進計画期間が平成

24年度で終了するため、また先の５カ年につ

いて見直しを行うということでありました

が、この食育推進計画を作成するに当たり、

どのような方法でいろんな情報を集められる

のか。また、この食育推進計画を作成するこ

とによって、町民生活についてどのようなこ

とを発信しようとされているのかについてを

お伺いいたします。 

 ３番目、妊娠の届け出をした妊婦に現在母

子健康手帳とかマタニティのキーホルダーと

ともに、妊婦健康診査受診票5,000円掛ける

14回分、７万円が交付されておりますが、妊

婦が安心して出産を迎えるために妊婦健康診

査費用の拡大を助成しと書いてありました。

この具体的な拡大の部分についての説明をお

伺いいたします。 

 それと、また厚生労働省は2012年４月から

母子健康手帳の様式を改正をされました。こ

の改正内容は、直近の調査に基づいて乳幼児

身体発育曲線と身長、体重曲線を改正するほ

か、胆道閉鎖症など生後１カ月前後に便の色

に異常があらわれる先天性疾患を早期に発見

できるように新生児の便の色を確認できるカ

ラーカードが手帳に挟まれるようになるよう

です。この手帳、町でも取り入れられること

になっているのでしょうか、あわせてお伺い

をいたします。 

 ４番目、24年度も女性特有のがん検診にお

いて、特定年齢の方に無料クーポン券が引き

続き配付をされております。乳がん、子宮頸
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がんの無料クーポンの導入により、受診者数

の推移、またがん発見率にどのように貢献を

しているのかをお伺いいたします。 

 それと、先ほども子宮頸がん、中学１年生

から高校１年生までの女子を対象に受診率は

どうだったかという質問に対しましては、橋

本議員から質問にお答えをいただいておりま

す。 

 ただ、１点だけお聞きしたいのは、この検

診とワクチンの接種の重要性、中学生、高校

生に認識してもらうために、昨年から始まっ

たわけですけども、学校教育においての啓発

という部分ではちょっと昨年も後ろ向きな答

弁があったと思います。 

 この24年度、どういうふうな、１回そうい

うワクチンの接種事業が始まり、今回24年度

においてはさらに保護者の方にしてもそうで

すけれども、この唯一がんを予防できるワク

チンであるということの内容について、なか

なか学校でも難しい面があります。まだ任意

接種の段階でありますけれども、学校教育に

おいてはどのように取り組まれるのかについ

ても説明を求めたいと思います。 

 政策２、「誰もが支え合って暮らせるまち

づくり」について。 

 交通機関などを利用して、特に買い物弱

者、また交通弱者と言われる方々にとって少

しでも喜んでいただけるこのやすらぎタクシ

ーの運賃助成事業が実施されるわけでありま

すが、先ほど事業の内容につきましてはお伺

いをいたしました。 

 ここに、私のほうでは対象人数とか、あと

申請方法等、具体的な説明をさらに求めたい

と思います。 

 それと、２番目。町では地震とか風水害な

どの災害が起きた際、家族以外の手助けの必

要な災害時要援護者として、今さっきも答弁

ありました、現在の登録者は745人というこ

とでありました。昨年にも福祉のほうでもい

ろいろと調査をさせていただきまして、この

自治会への災害時要援護者の情報の提供につ

いて、個人情報保護令との関係で情報の共有

化を図り、地域で支え合う体制づくりが課題

ということでありましたが、この共有化とい

う部分について、どのように検討をされたん

でしょうか。 

 私は、この災害時要援護登録者個別計画

書、これは昨年の上に立って行われるものと

おりましたが、今の説明では全然新しい、そ

ういう人工呼吸とか透析とかされている46名

の方々に対しての個別計画書ということであ

りましたので、この新しい事業の部分につい

ては理解をいたしましたが、昨年も緊急雇用

対策事業として個人ごとに支援計画等を作成

されておりますし、現在今まで登録されてい

るこの745名の方の情報の共有化ですね。そ

れについて、どのような検討をされたのかに

ついてをお答えいただきたいと思います。 

 政策３、「子ども達の笑顔があふれるまち

づくり」について。 

 保育サービスの充実として、就労形態やス

タイルの変化に伴い、仕事と子育てが両立で

きる環境づくりが求められておりますが、

22年度、23年度の施政方針の中で、保育園の

閉園時間までに迎えが間に合わないと保育時

間の延長を求める声に対して、１時間延長し

19時まで保育ができるよう実現していきたい

とのことでありましたが、２年間検討されて

今年は特に町長の施政方針の中では触れられ

てはいなかったんですけども、どういう結果

になったのかについてをお伺いをしたいと思

います。 

 ２番目、昨年に引き続き、別室少人数指導

員が各中学校に配置をされます。24年度は１

名増員し、それぞれ西中、東中とも２人ずつ

体制になるんですけれども、別室で対応する

生徒が増えてきているのでしょうか。また、

問題発生時とはどんなことを指すのでしょう

か。 

 政策４、「安心して暮らせるまちづくり」

について。 

 小学校・中学校では平成22年度から、幼稚

園は23年度から登録制により携帯メールを利

用した防犯情報や学校園の情報を伝達する学
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校メールの配信事業について、幼稚園４園、

小学校４校、中学校２校の現時点の登録の状

況の説明を求めます。 

 政策５、「快適で住みやすいまちづくり」

につきまして。 

 先ほどもこの民営乗り合いバスの運行補助

事業、ざっくりとその積算根拠のようなもの

はお聞きしたんですけれども、ちょっともう

少し詳しくお聞きしたいんですけども、この

太子町に対して今回185万円の補助事業とい

うことで出されるわけですけども、路線がい

ろいろこの太子町から龍野、山崎とずっと道

がつながってて行く路線バスなどにつきまし

ては、市町またがるわけですけども、太子町

以外のたつの市、宍粟市の負担割合とかもち

なみにわかりましたらお願いをいたします。

姫路市もそうですけれども、そういう路線が

交差しているところについての負担率につい

てをお願いしたいと思います。 

 それから、政策６、「美しくすがすがしい

まちづくり」について。 

 地球環境に優しい取り組みとして、廃てん

ぷら油の回収事業を推進とあります。取り組

んでいるところといないところがあって、昨

年とさほど進んでいるようには思えません。 

 昨年、町主導で全自治会で取り組むことが

必要だと考えます。矢田部におきましても、

いまだ実施をされていないわけですけれど

も、直近の実施状況についてお伺いをいたし

ます。 

 また、二酸化炭素の排出の抑制のためにレ

ジ袋無料配布中止の協定事業所の進捗状況に

ついてもお伺いをしたいと思います。 

 政策７、「憩い、ふれあいがある心豊かな

まちづくり」について。 

 図書館において、利用者の利便性の向上を

図るため、自宅からの図書検索、貸出予約な

どが可能となる図書管理システムの運用を平

成25年度から開始するということで、先ほど

も橋本議員からの答弁で大体わかったんです

けれども、今現在大分除籍がされてきており

ます。これからも毎年の購入に合わせてそう

いう除籍をしなければならない本、またリサ

イクルを行わなければならない本、数々ずう

っと出てくるわけですけども、昨年は図書リ

サイクルにも私も行かせていただきました。 

 その中で、かなり古い1990年代の本がたく

さん出ておりまして、先ほども町長言われま

したけども、技術革新とか医療の進歩、また

ＩＴの進歩などによって、本当にリサイクル

に出されていてもどうしようもないという

か、もう20年ぐらい前の本をリサイクルに出

されてても、もうあとは捨てるしかないん違

うかっていう、もうはなから捨てるような本

がたくさん出てたようにも私感じました。 

 その点について、今後リサイクル等を行わ

れるのもいいわけですけれども、きれいな本

とか内容が不変のものについてはそうしてい

ただいたらいいと思いますが、いま一度

1990年代で本当にもう要らない本を処分す

る、もう思い切って処分するという方法も必

要になるのではないかなと考えております。 

 それと、この図書検索システムが25年秋か

ら実施されるということですけども、住民に

とっての最大のメリットっていうのは何にな

るんでしょうか。 

 例えば、借りれる冊数が増えるとか、借り

れる日数が増えるとか、そういう具体的なも

のがありましたら教えていただきたいと思い

ます。 

 それと、政策８、「産業の活気あふれるま

ちづくり」について。 

 地産地消対策として、直売所の固定化、学

校給食センターへの安定した納入を進めると

ありますが、詳細を求めます。 

 政策９、「自治と連携による力強いまちづ

くり」について。 

 住民の政策形成過程への参加を推進、周知

に努めるため、まちづくりの集いなどさまざ

まな手法がとられておりますが、パブリック

コメント、各種審議会委員の公募、町民提案

箱の実績をお伺いいたします。 

 また、住民からいただいた意見は、政策形

成に反映されてきているのでしょうか。それ
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についてもお伺いをいたします。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） 順次お答えいたしま

す。 

 まず、一番初めのこころの健康相談事業で

ございますが、町民を対象にさまざまなスト

レスの悩みの相談に月１回予約制で会館で実

施いたします。 

 先ほど橋本議員の質問にも答弁いたしまし

たが、この事業は毎月１回、そして１名につ

き１時間、それで１日大体３名というところ

で考えてございます。 

 内容的には、さっきの議員さんの答弁と重

複いたしますので省かせていただきますが、

この事業での対応スタッフにつきましては精

神保健福祉士、一方また違いでございます

が、こころのケア相談につきましては兵庫県

の精神障害者の相談員、これは保健師でござ

いまして、若干そこで違うところがございま

す。 

 お互いにそうしたところ連携を取り合いな

がら必要に応じて次への窓口へとつなげてい

きたいと、このように考えております。 

 続きまして、保健推進計画の改定について

でございますが、この健康増進法に基づいて

町民の健康づくり施策を総合的、計画的に進

めるとともに、町民一人一人が主体的に健康

づくりに取り組めるよう支援をさせていただ

きます。これまでの計画を見直しまして、平

成25年度より５カ年の計画策定を実施いたし

ます。 

 また、食育推進計画の策定につきまして

は、食育基本法18条に基づき、町民一人一人

が食について改めて意識を高め、健康を増進

する健全な食生活を実施するための計画を地

域保健推進計画に合わせて策定していきたい

というふうに考えてございます。 

 次に、妊婦の健康診査の関係ですが、妊婦

健康診査受診票として７万円、5,000円掛け

る14回を交付しておりますが、24年度より１

回目の受診時に通常の妊婦健康診査費用

5,000円に子宮がん検診分3,500円を上乗せし

て8,500円とするものでございます。 

 よって、現行の７万円を７万3,500円とし

て受診費用を助成いたしまして、経済的な負

担を軽減しようと考えるものでございます。

また、あわせて子宮頸がんの早期発見にも努

めるつもりでございます。 

 母子健康手帳につきましては、平成23年

12月28日に母子保健法施行規則の一部が改正

され、その内容につきましては、先ほど議員

もご指摘いただきましたが、乳幼児身体発育

曲線、また身長体重曲線の改訂と新たに便色

カードの作成及び自由記載欄の拡充等でござ

います。 

 本町におきましても、24年４月１日以降に

交付いたします母子健康手帳にそうした今回

の改正内容を反映させまして、皆さん方が記

入しやすいような手帳に改訂していきたい

と、このように考えております。 

 次に、がんの検診等々に、また無料クーポ

ンの件でございますが、この21年度より無料

クーポンが導入されてございますが、22年度

の無料クーポン利用率は子宮頸がんが

25.9％、乳がんが24％、23年度は１月末現在

で子宮頸がんが19.4％、乳がんが23.4％とな

っております。利用率は２割程度となってご

ざいます。 

 無料クーポン券利用を含めた総受診者は、

子宮頸がん検診については、 2 0年度で

303人、21年度で678人、22年度で636名、

23年度１月末現在で633人となっておりま

す。乳がん検診につきましては、20年度

321人、21年度737人、22年度516人、23年度

１月末現在で563人となっております。 

 がん発見率につきましては、子宮頸がん

は、20年度１人、21年度なし、22年度もな

し、23年度も今現在ではございません。次

に、乳がんは、20年度が２人、21年度６人、

22年度２人、23年度１月末現在では今のとこ

ろございません。 

 がん検診の目的につきましては、ご承知の

とおり、早期発見、早期治療でございます。
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クーポン事業含め、これまでに検診を受けた

ことがない方に対し意識の改革をするための

啓発に努めてまいりたいと、このように思い

ます。 

 また、子宮頸がん予防ワクチンの接種状況

につきましては、中１は174人、接種率が

88.3％、中２は156人、率にして88.6％、中

３は176人、接種率88.9％、高１は138人、接

種率86.3％でございます。 

 子宮頸がんやワクチンの効果などを知って

もらうために武木田産婦人科の院長様による

講演を２月に開催し、60名の方が受講されま

した。 

 先ほどご指摘のように、今後も教育委員

会、各校に子宮頸がん予防やワクチン接種に

ついて情報を提供し、学校現場での普及啓発

に努めてまいるということを言うております

が、どのようにと言いますと、やはり学校の

先生方にお願いし、また特に保健担当の先生

を中心にして、そうした教育に努めてまいり

たいと、このように思います。 

 次に、やすらぎタクシーの関係でございま

すが、内容につきましては、先ほど前議員の

質問でお答えいたしましたが、対象人数につ

いてのお問いでございます。 

 対象人数は、今のところ高齢者世帯で

500世帯、障害者世帯で70世帯を今のところ

見込んでおるところでございます。 

 申請方法等につきましては、申請書を担当

窓口に提出していただくことになりますが、

提出者は本人以外の方でも受け付けをしたい

と、このように思います。 

 また、制度の周知につきましては、広報や

ホームページ等に掲載することに加えまし

て、民生児童委員の皆さん方に対象と思われ

る方に個別に声をかけていただくような協力

をお願いしたいと、このように考えておりま

す。 

 続きまして、災害時の要援護支援の登録の

関係でございますが、登録者は死亡、また施

設入所等々で増加、減少し、現在745名とい

うところで、若干減ってございます。 

 このもとになります災害時の要援護者登録

でございますが、17年度より障害者から開始

し、順次ひとり暮らし高齢者、高齢者のみの

世帯、介護保険要介護認定者のうちの要介護

３から５の認定者、難病患者のうち災害時支

援を受けるための個人情報を提供することに

同意された方等々でございます。 

 この登録についてでございますが、個人情

報保護法等の関係で、ある程度の地区割りは

ございますが、やはり本人の同意があるとき

に該当しますので、できるだけご本人に十分

説明をして登録をしていきたいと、このよう

に考えてございます。そうした中で、情報の

共有化ができるんではないかと。これは我々

が勝手にといいますか、個人保護法を無視す

ることはできませんので、お互いそこらは協

力し合いながら、できるだけ漏れのないよう

に皆さん方の登録推進を図っていきたいと、

このように考えております。 

 それから、続きまして、保育時間の延長の

関係でございますが、私も22年、23年の２年

間の検討の結果ということは十分に承知いた

しております。やはりいろいろな職員の事務

の体制の確立、またその配置等々でいま一歩

踏み込めていないというのが現状でございま

す。 

 保護者の皆さん方のそうした保育延長の需

要は高まっているというのは、もう十二分に

承知いたしております。そうした中で、早く

実施に向けてやっていきたいなと、このよう

に思うところでございますが、やはり再度延

長保育に係るニーズ調査等々を実施し、でき

得れば25年度の実施計画等々に掲げておりま

したように、試験的に延長保育等々も考えさ

せていただきたいなと、このように考えま

す。十二分に精査し、できるだけ実施に向け

た取り組みをしていきたいと、このように思

います。 

 続きまして、子供の別室の指導等々の関係

でございますが、登校しても学級に入れず授

業を受けることが困難な生徒がいつも安心し

て自分の思いで、スタイルで学習できるよう
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別室にて指導員を配置し、教科の教員と連携

をとりながら対応できる体制を整えておると

ころでございますが、この指導員は別室指導

だけではなく、特別支援学級、またその他学

校での支援を必要とするさまざまな生徒に対

しまして、担当教員の指導補助にもかかわっ

ておるところでございます。 

 本年度は、西中学校で５名、東中学校では

10名程度の生徒が指導を受けてございます。

その生徒に対し、西中学校２名、東中学校１

名の指導員を配置いたしております。東中学

校につきましては、来年度は太田小学校より

支援を要する児童が入学してくる予定でござ

いますので、１名増員を考えてございます。 

 次に、携帯メールの関係でございますが、

平成24年２月現在、小学校４校における登録

率につきましては91.8％で、２学期当初の

86.1％より5.7ポイント、昨年３月の登録率

74.6％からは17.2ポイント上昇してございま

す。また、中学校２校における登録率は

77.2％で、２学期当初72.0％より5.2ポイン

ト、昨年３月59.7％よりも17.5ポイントの上

昇となってございます。 

 幼稚園は、今年度よりシステムの運用を開

始いたしましたが、幼稚園４園における登録

率は81.1％で、２学期当初の69.3％より

11.8ポイントの上昇となってございます。登

録率、徐々ではございますが、アップしてお

るところでございます。 

 ちなみに、学校別とおっしゃったんですか

ね。小学校、龍田小で97.5、斑鳩小で97.8、

太田小で99.1、石海小で75.3となってござい

ます。中学校では、西中が72.9、東中で

81.2。幼稚園につきましては、龍田幼稚園が

88.5、斑鳩幼稚園が95.7、太田幼稚園で

86.9、石海が58.5でございます。 

 次に、乗り合いバスの補助の関係でござい

ますが、先ほど橋本議員の質問でもお答えさ

せていただいております。 

 路線バスの維持による受益は市町にも及ぶ

という観点からの制度改正でございまして、

これは負担しなければ仕方ないというところ

でございますが、算出の方法がなかなか、基

準額を出してくるのが難しゅうございますの

で、それぞれのまたがっている分野はそれぞ

れの町を走ってます距離数で、それによって

応分の負担が発生してくるというところでご

ざいます。 

 これ、姫路駅～龍野線と、また山崎～ダイ

セル線、この内容についても若干また算出の

方式が違ってきておりますんで、ちょっとこ

こで説明するのが難しい、複雑になってしま

うんではないかなという思いでございます。 

 もし、何でございましたら大変失礼です

が、担当のほうで再度詳細について必要であ

れば回答させていただきたいなと、このよう

に思いますので、よろしくお願いします。 

 次に、環境に優しい取り組みでございます

が、廃てんぷら油の回収につきましては、

21年度から婦人会を中心に取り組みを始めた

ところでございますが、その後この事業を全

自治会へお願い、また紹介を行ってございま

す。全町での取り組みをお願いいたしておる

ところでございますが、21年度が16自治会、

22年度が32自治会、それで23年度１月末現在

で38自治会等々となっております。 

 今後もそうしたＣＯ２の削減、ごみの減量

化を目指して、自治会の協力が得られるよう

に啓発を進めていきたいと、このように考え

ます。 

 ごみの減量につきましては、二酸化炭素削

減の取り組みとして、太子町におけるレジ袋

削減の推進に関する協定に基づきまして、６

店舗による廃止、そして削減に取り組んでお

ります。平成23年は、２店舗に協力をお願い

いたしておるところでございます。 

 今後もレジ袋の削減の取り組みといたしま

して、多くの事業所の皆さんに協力をお願い

し、また啓発等にも努めていきたいなと、こ

のように考えております。 

 次に、「憩い、ふれあいがあるまちづく

り」についてでございますが、私先ほどちょ

っと橋本議員のお問いの中で蔵書冊数が

「17万3,450」と申し上げてるんではないか
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なと思うんですが、ちょっと訂正を、この場

をおかりしてお願いしたいと思います。17万

3,323、「17万3,323冊」でございます。 

 １階の書庫を中心にしてやらせていただ

く、24年度10月ごろから臨時職員等々の対応

でデータ化を進めてまいりたいと、そして

25年度、このシステムの運用を開始していき

たいと、このように思います。 

 議員おっしゃっておりましたように、今リ

サイクルに出している本が本当にもうすぐに

廃棄したほうがいいんではないかなという質

問もございましたんですが、案外不思議なこ

とに、その古書が興味がある方も中にはござ

いますんで、できるだけ早期にそうしたもの

は廃棄に努めていきたいと思いますが、一応

お声がけをして対応をさせていただきたい

と、このように思います。 

 そして、そのデータ化によりまして、貸出

日数とか冊数の関係でございますが、私今考

えておりますのは、そのデータ化した中でそ

うしたことが可能であるかどうか、そこら十

分職員と担当のほうとも現況をわかってでき

るならばそういうことも考えることもやぶさ

かではないと、このように思っております

が、今のところ明確にこれは答弁できるとこ

ろではございません。よろしくお願いいたし

ます。 

 それから次に、地産地消の関係、産業の関

係でございますが、直売所の固定化、また学

校給食センターへの安定した納入、地産地消

との担い役としての活動を今いただいており

ます太子夕市。 

 この太子夕市の名称も、この24年４月以

降、太子ふれあい市に変更する。変わってく

るということでございます。今、朝等々もや

られておりますんで、余り夕市がなじまない

んではないかというところで、４月からふれ

あい市に変更されるということでございま

す。 

 やはり多くの皆さんの安全・安心の農産物

を町民の皆さんが提供いただけるようになる

ことが、やはり私も重要であるというふうに

は考えております。「広報たいし」、またホ

ームページ等々での会員募集、それから県普

及センターの農業研修機会等で知る場カレッ

ジの受講生、卒業生などへの勧奨等を実施い

たしまして、会員さんの確保、また会の活性

化にも努めて、直売所の固定化、またセンタ

ーへの安定した納入を考えていきたいと、こ

のように考えます。 

 案外、受講される方は年々興味を持たれ、

また食べもんが安全・安心という意味で、自

分でつくって自分で食べられるという方も増

えて、人数的には増えてきておるのが現状で

ございます。こうしたいろいろな場を通じて

増やしていきたいなというところでございま

す。 

 次に、政策形成への参画を推進、またその

中でパブリックコメント、各種審議会等の公

募等々のお問いでございますが、パブリック

コメント、また各種審議会委員の公募、町民

提案箱の実績についてでございますが、パブ

リックコメントは平成22年度は案件がござい

ませんでした。平成23年度は２月末現在で終

了しました。案件１件で、寄せられた意見は

ございません。各種審議会委員の公募につき

ましては、８審議会で２名ずつ、計16名を募

集いたしましたところ、応募者は７名でござ

いました。町民提案箱に寄せられたご意見で

ございますが、平成22年度は10件、平成23年

度は２月末現在で６件でございます。 

 そうした町民の皆さんからいただきました

意見につきましては、各所属や審議会内で十

分協議等を行いまして、政策に生かしていき

たいと、このように考えております。よろし

くお願いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 何点かちょっとお尋ねをし

たいことがあります。 

 政策１のうつ病の関係のこころの相談事業

ですけれども、これ名前がよく似ている相談

がいろいろ開設されてはいるわけですね。行

政サイドでは、こころのケア相談は保健師が

するとか、こころの相談事業は精神保健福祉
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士がするとかということはわかると思いま

す。 

 しかし、住民サイドから見ると、３月の広

報におきましても、こころのケア相談、心配

ごと相談、さまざまな相談事の場が設定され

ており、そのネーミングからしてよくわかる

相談のところもあるんですけども、最近やっ

ぱり心の心のっていうような表現の仕方が県

においても国においても増えてきてるわけで

すけども、町におきましても、住民の立場か

らしてどういうような相談をどの窓口に持っ

ていっていいかよくわからない。それは、私

自身も広報とか見てましても正直感じるとこ

ろでございます。 

 今回、こころの相談事業ということでされ

るわけですけども、またどういう相談事を受

けるのかということについての住民に対して

の説明がよくわかるような広報の仕方等も考

えていただきたいですし、相談の福祉何でも

相談みたいな窓口一括、そういうようなとこ

ろも備えていただいていけたらいいかなと思

うんですけども、私ここにどのようにすみ分

けるのかということでお聞きしているわけで

すけども、その周知の仕方が心のケア、心の

相談、いろいろ同じような名前が続きまして

わかりにくいので、もう少しネーミングがわ

かりやすいようなものを、またどこか福祉の

相談窓口として１カ所で受けていただいて、

あと振り分けていけるような窓口もお考えに

なられたらいかがかなと思います。 

 それと、政策３の保育サービスの充実とい

うことで、保育時間の延長を求める声で19時

まで保育ができるようにということで、ここ

私毎年聞いてるんです。22年度も23年度も職

員の定員管理の問題とかいろいろあるという

ことで、なかなか実現ができなかったという

ことでお聞きしておりました。 

 今回、施政方針の中で出ておりませんでし

たので再度お伺いしたんですけども、今町長

からのニーズ調査を行いというような話が今

さら出てきたんですけども、やっぱりこうい

うのは最初にニーズ調査してこそ実現してい

けるような施策でありますから、この施策は

町長の思いとこれを実行していく職員の意識

が全然違うかったのかなということを今さら

ながら感じているわけです。 

 ほかの箇所でも町長のこの長の思いと職員

の思いが下にまでおりていないなというとこ

ろも多々見られますので、今回この保育時間

の延長につきましては、今年24年度ニーズ調

査を行って、第５次太子町の総合計画の実施

計画にあるように25年からは実施していきた

いということでありましたので、とりあえず

納得はいたしましたが、そのようにまた進め

ていただきたいと思っております。 

 それと、小・中学校の、幼・小・中のメー

ルの関係ですけども、昨年と比べてかなり登

録率が増えてきたなって思っております。 

 この中で、私は幼稚園に孫がいるんですけ

ども、登録をしてもこの６月ぐらいから今ま

での間に１回だけメールがありました。たし

か台風の関係でのメールだったんですけど

も、自分自身も登録をしていることさえ忘れ

る。配信がないからですね。町からいただく

不審者情報とか、時々総務の関係でしたか

な、載っております、福祉の関係でしたっ

け、不審者情報とかが載っておりますが、そ

ういう不審者情報もタイムリーに入ってこな

かったり、時間がずれたりする場合も昨年度

は多かったのではないかなと思います。 

 やっぱり加入率をかなり上げていただいた

んですけども、スピード感ある発信を心がけ

ていただきたいのと、あと発信内容、月に１

回ぐらいは確認メールというんですか。例え

ば、受信するほうがメールの番号を変えてい

たりしたら、もう再度登録するのを忘れるこ

ともあるわけですから、そういう途中に１度

お知らせメールみたいなものをしたらどうか

なというふうに私自身が感じたわけですけど

も、さらに受信者の意識を常に向けておい

て、いざいうときにはどういう対応していか

なあかんかということ、それは受信者サイド

になるわけですけども、まだまだ100％まで

はいってないですが、この運用の仕方につい
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ても再度ご検討していただきたいなと考える

ところであります。 

 それと、最後の政策８のところで地産地消

の対策ということで、今回政策の３のところ

でも学校給食を通した食育の推進、食育の向

上と地産地消を一層推進するということも述

べられておりますし、この政策８の場面にお

きましても、給食センターへの安定した納入

を進めていくとありました。 

 私は、もっと具体的な政策ですね、福祉常

任委員会でもご提言をさせていただきました

が、地産の食材の納入を依頼することができ

る体制とか、また組織を農業施策全体として

確立させることが必要であるということで、

福祉ではご提言もさせていただきました。 

 この地産地消の関係では、給食センターの

野菜の年間使用量、約９万5,000キログラム

のうち太子町で夕市から仕入れられているの

は20品目、9,964キログラムにしかなってお

りませんでした。量をもっと増やしていって

いただきたいという思いもあるんですけど

も、ここによく出てくる地産地消対策として

安定した納入を進めるという云々がよく出て

きますので、さらに踏み込んだ政策が必要な

んではないかなというふうに考えます。 

 そこのところの答弁をもう一度お願いをし

たいのと、太子の夕市がふれあい市に名前が

変更されるということで、今まで毎日は開催

されていなかったですけれども、固定的に旧

サンパークの前で毎日開催されるのかにつき

ましてもお伺いをしたいと思います。 

 以上、何点か再質問ですけども、よろしく

お願いします。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） お答えいたします。 

 この１番目の心の健康相談の関係での名称

でございますね。 

 この件につきまして、おっしゃるとおり、

中身がどうなんだろうなと、それぞれの町民

の皆さんがどちらに該当するんだろうなとい

うのが難しいなという思いが私もいたしま

す。 

 いずれにいたしましても、保健福祉会館、

さわやか健康課では総合窓口的なもので対応

しておりますので、窓口へ行っていただくと

か、またこういう相談であるということを申

し出ていただければ、それは割り振りはどち

らのほうに該当するかというのは可能でござ

いますが、しかしいろいろほかの関連施策と

の関係で名称がぽっと変えられるものかどう

か、そこら一度十分考えながら対応をさせて

いただきたいなと、このように思います。 

 それから、保育時間の関係でございます

が、私も頭が痛いところでございます。現場

での対応、これがご承知のとおり、例が悪い

かもわかりませんが、ちょっと失言をさせて

いただきますと、学童保育ですね、あの関係

もどんどんどんどん増えたというのが現状で

ございますので、そこら本当にきちっと精査

ができるかというと福祉施策とかでは難しい

面がございますので、再度のこの調査という

ことで今申し上げましたんですが、私も十分

にこれは理解いたしておりますので、できる

だけ早い対応ができないかどうか、できるか

どうか。また、今総合こども園ですかね、そ

れとの関係も含めて、私は考えていかなけれ

ばいけない問題であるなというふうに認識い

たしておりますので、またいい回答ができる

ように努力をさせていただきたいと、このよ

うに思います。 

 それから、メールの関係でございますが、

先ほど申し上げましたように、このメールっ

ていうのは便利な反面、ひとつ間違えれば水

害のメール配信の件も同じでございますが、

後から後手後手、後手になってしまったよう

なこともございます。 

 しかし、できるだけ早い時点でのメール配

信、それも私特に必要なのは、幼稚園等々で

逆に保護者の皆さんに大きな動揺を与えると

いうようなことは避けたいなという思いもい

たしますが、しかし必要なことは、この意味

がございませんので、そうしたところは対応

を考えさせていただきたいと。 

 また、確認メールですね。そうしたものは
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本当におっしゃるように、今１カ月に１回、

でなくしてもですね、加入してるのを忘れて

しまったということではちょっといかがなも

んかと思いますので、そうした運用の検討は

再度させていただきたいと、このように思い

ます。 

 それから、地産地消の関係でございます

が、この件ももう以前から若干難しい面があ

るというお答えをいたしておりますが、太子

町で今ふれあい市を開催いたしていただいて

おりますが、本当に常時安定的な供給といい

ますか、そうしたものが太子町のこの営農の

中で可能であるかというと、そこに若干クエ

スチョンを持つ。 

 先ほど給食センターへの納入ということも

おっしゃっていただいており、また実施にも

つなげておりますが、量が安定的に納入でき

るかというと難しいというところで、需要と

供給のバランス、そうしたものも考え、でき

るだけそうしたことを考え合わせながらお互

いにスケールに合うような取り組みをしてい

きたいなと、このように思っております。 

 野菜の出荷量、今議員ご指摘のように、平

成20年度が6,823キログラム、そして21年度

8,900、22年度9,900ということで、若干は増

えつつはございますんですが、もう常時とい

うのは逆に難しいんではないかなと、ふれあ

い市の皆さんとも話する機会がございます

が、今以上に大幅に広げるというのは難しい

問題であろうと、このように考えておりま

す。 

 会員さんも大体20名までの会員さんで運営

されておりますんで、そこらまたどうしたら

いいかというようなことは考え、お互い話し

合いをさせていただきたいと、このように思

うところでございますので、どうかご理解を

賜りたいと思います。 

 以上です。 

○井村淳子議員 毎日開かれるんかどうか、

ふれあい市。 

○町長（首藤正弘） 申しわけございませ

ん。 

 これは、やっぱりちょっと難しいらしいで

す、はい。商品といいますか、品物の関係

等々もございますので、今のところは毎日と

いうところまではいかないというふうにお聞

きいたしております。 

○議長（佐野芳彦） 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 今再答弁にも答えていただ

きまして、難しい面とかもあろうかと思いま

すが、また努力していただきたいと思いま

す。 

 本当に言うまでもなく、町長のこの施政方

針はこの24年度に執行される事業の羅針盤と

なるものであります。町職員全員が理解をさ

れ、また町長初め職員が一体となってこの住

民生活を守るために一層の努力をお願いした

いことを願いまして、総括質疑を終わらせて

いただきます。ありがとうございます。 

○議長（佐野芳彦） 以上で井村淳子議員の

総括質疑は終わりました。 

 この際暫時休憩します。 

 再開は午後１時とします。 

（休憩 午前11時49分） 

（再開 午後０時59分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 午前中に引き続き総括質疑を続行します。 

 次、平田孝義議員。 

○平田孝義議員 こんにちは。７番日本共産

党の平田です。通告に従いまして質疑をさせ

ていただきます。 

 まず、本議会当初、首藤町長が施政方針で

述べられている施策内容は当然のことであ

り、本日の時点で予算化等の必要なことにつ

いて、その姿勢と施策等を問います。 

 また、施政方針の末尾で述べられましたこ

れまで以上に住民、議会、行政が一体となっ

た和のまちの実現に向け、「活きるまち」、

「誇れるまち」、「つながるまち」、「安心

のまち」の基本理念のもと、全力を傾け、注

ぐとしていることについて、これに基づく施

策、取り組む姿勢等について質問させていた

だきます。 
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 まず、１番より、質疑でございます。 

 「安心して暮らせるまちづくり」につい

て。 

 町長は日本の政治が大きく変わろうとする

状況の中で、町財政を取り巻く環境、少子・

高齢化社会の急速な進行、それに伴う地方行

財政構造改革の変化と社会保障費増加など、

直面する課題が多い中、自主、自立に向けた

足腰の強いまちづくりが求められているとい

う方針を述べられております。 

 また、予算編成に当たり、的確な歳入確

保、歳出の徹底的な削減を行うと言われる中

で、財源と地方債など活用し、住民のニーズ

を踏まえた事業の優先順位を決定して、その

時代の流れを受けとめつつ、必要な施政の展

開の中で新庁舎建設をまず最初に挙げられて

おりますが、行政の重要な施策は、またそれ

に伴う一番の本当の施策は何か問いたいので

あります。 

 そこで、次に、災害時一時避難所等の確保

について、また災害時支援が必要な高齢者、

障害者に対する避難支援対策に対してであり

ます。 

 昨年の東日本大震災、また台風による強

風、豪雨などにより河川のはんらん、がけ崩

れなどにより災害が発生し、多くの方々が犠

牲になられております。 

 そこで、太子町において、これからの災害

に見舞われたとき、災害時の一時避難所など

学校の体育館、公民館など公共の施設が避難

場所となっておりますが、災害時に支援が必

要な高齢者や障害者など、今避難支援対策擁

護についての計画で災害時障害者個別計画書

を作成するという、このことに対し、自治会

ごとに個別説明会を目指しておりますという

ことを言っておられます。 

 そこで、どこまで進んでいるのか、このパ

ーセンテージがあれば、また教えていただき

たい。それに対する、またお年寄りの反響は

どうなのか、これも知りたいわけでございま

す。 

 次に、保育、医療の充実について。 

 介護保険、国民健康保険に対する問題点を

問います。 

 まず、介護保険より問います。 

 第５期介護保険事業計画が平成24年度から

スタートし、地域包括支援による地域の連携

体制を強化し、認知症サポーター養成などを

取り組み、今回自動車を持たない高齢者、障

害者世帯に対し、交通機関など利用が困難な

人たちにタクシー運賃助成制度として実施さ

れるということを先ほど橋本議員なり、また

井村議員のほうでお話がございました。 

 そういう中で、対象者、助成内容、利用方

法などは説明がございました。そういうとこ

で、申請手続を私は知りたいわけでございま

す。 

 また、今回の第５期介護保険料値上げにつ

いて大幅な上昇が見込まれることから、介護

保険財政安定基金の取り崩しについて、昨年

の10月に厚生労働省資料によりまして、当局

の介護保険準備基金の残高は１億2,617万

7,704円ですが、今回これらの基金の取り崩

しを幾らされたのか、これも聞きたいのであ

ります。 

 次に、国民健康保険についてでございま

す。 

 国民健康保険について、定率国庫負担金が

34％から32％に削減され、都道府県調整交付

金が７％、都道府県調整交付金が９％に拡充

されております。17年の三位一体改革でこれ

から問われる都道府県のこの国民健康保険に

対する問題はどうかということで、そのまた

都道府県の手腕が問われるときでもございま

す。 

 果たして、今の考えで私たち太子町が広域

化に見合う保険料設定ができるのか。また、

医学が進み、人生80年生かさず殺さずの医療

のあり方、生活習慣病、またそれに伴うライ

フスタイルの変化とか、そういう生活の違い

などにより、成人病の増加が大変な時代を迎

えることだと思います。 

 今後の太子町の国民健康保険運営には、ど

のようなことを本音として考えておられる
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か、これも聞きたいわけでございます。 

 次に、医療充実の中に特定健診、健康診断

など促進を図るための施策を問います。 

 特定健診等の実施計画が平成24年度で最終

日を迎えるとうたっております。平成25年か

ら５カ年の次期実施計画の策定に取り組み、

三大疾病の一つであるがんなど早期発見によ

る治療が重要で肝炎ウイルス検診、小児用肺

炎球菌ワクチンなどの子供たち、大人に至る

まで、多種多様の感染予防の充実と健康に関

し、特定健診、健康診断などに努力をされて

おります。 

 国民健康保健法の中で、保健事業第82条に

ついて、保険者は特定健診審査等を行うもの

とするほか、これらの事業以外の事業であっ

て、健康教育、健康相談、健康診査、その他

の被保険者の健康の保持増進のため、必要な

事業を行うよう努められないといけないとい

うことがうたわれております。その他、健康

の保持増進など、有効な実施を図るために必

要な指針を公表するとなっておりますが、健

康教育、相談、審査、健診などの中で、特に

私が聞きたいのは、教育相談などに対して、

本当に町民に対し、どのようにされているの

か、これを聞いておきたいと思います。 

 ③の子供たちの笑顔があふれるまち、お年

寄りが生きがいを感じるまち、子育て支援対

策、それに伴う、また介護施設について、ま

ず子育てについて問います。 

 少子・高齢化の急速な進行と個人の価値観

やライフスタイルの多様化などに伴い、家族

や地域力の低下が問題視されている中で、子

育ての不安、育児相談など充実させる取り組

み、子育て支援施設などによる子供の健全育

成に努め、見守り体制の強化を図るというこ

とも言っておられます。 

 そういった中で、仕事と子育てが両立で

き、利用しやすい環境づくりの検討を引き続

き進めるとありますが、仕事と子供が両立で

き、利用しやすい環境づくりのそれに伴うこ

と、また具体的にどうされるのかお聞きをい

たします。 

 それと、お年寄りが生きがいを感じるまち

について、高齢化社会に対応し、自主的な健

康づくり、毎月１回の保健福祉会館にて相談

実施など、住民の健康、寿命の延伸、基本理

念などを持たれ、子供や高齢者の人たちとス

ポーツレクリエーションなど充実を図ってお

りますが、今後子供たちとお年寄りの人たち

が同時に過ごせる施設など、考えはないかと

いうことであります。これもお聞きしたいと

思います。 

 子供の医療費中学３年まで完全無料化につ

いて、子供の医療費の助成でありますが、中

学校３年までの児童生徒にかかわる入院、医

療費の全額と通院医療費の一部を引き続き助

成しております。町長は、施策方針をそのよ

うに述べられておりますが、今後完全無料化

実施に向けて考えていただきたいということ

をもう一度お願いをいたします。 

 次に、④の学校教育の充実について、体

験・自然学習の活用は子供の環境教育の必要

な問題であります。体験的学習の推進におい

ては、子供たちが心身ともに調和のとれた健

全な成長を図る上において大事な学習と考え

ております。 

 小学校において、自然学習推進事業や体験

型環境学習を引き続き実施をしますとのこと

ですが、時期的にいつごろ、何を何年生の子

供たちが行うのか、それと中学校の子供たち

が何を重点として行っているのか、それも聞

きたいのであります。 

 児童生徒が安全で安心な学習環境の確立に

ついて、石海小学校、太田小学校の耐震補強

工事、太子東中学校の生徒増加による校舎増

築工事などを実施し、教育環境の向上を図

り、安全なおかつ安心の学習環境を確保する

など施政方針で述べられておりましたが、太

田小学校について、35人学級の対象学年が上

がり、大変な状況下で教育を受けておりま

す。 

 一番に心配することは、教育も無論ではあ

りますが、火災など災害が発生したらどう対

応されるんか、この件をお聞きしたいのと、
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子供たちとともに消防訓練などをやられてい

るのか、これもお聞きしたいと思います。 

 次に、５の産業商業の活性化と農業に明る

いまちづくりについてでございます。 

 地場産業拡大に伴う遊休農地の活用施策と

して、支援対策についてであります。 

 農業者の高齢化による問題等、消費、流通

の価値の低下などにより、遊休農地の増加、

農業者の高齢化による問題等、それに対する

集積有効な農地の活用方法などを話し合いに

より定めた中で、農地プラン、地域農業マス

タープランを作成する集落に支援を行います

と言われております。 

 さらに、国の事業を有効に活用し、町地域

農業再生協議会などの関係機関と連携を図

り、新規就農者、認定農業者の掘り起こし、

それに対する育成を推進すると述べられてお

りますが、どのような施策か、24年度、今年

だけ限定した推進計画なのか、仕事のない若

者の人たちにも参入ができるのかお聞きした

いのであります。 

 次に、住宅リフォーム・小規模工事等助成

制度によるまちの活性化についてでございま

す。 

 厳しい社会環境の中、緊急雇用対策として

地元太子の工業事業主の人たちに経営改善普

及事業及び地域振興事業に対する支援とし

て、小規模工事助成制度など経済効果が確実

に生まれるリフォーム助成制度、住民のため

の政策を考えていただきたい。このことも聞

いておきます。 

 商工会、観光協会における商工振興、商工

資源の発掘について、先ほど同様、積極的に

地域の実情を把握し、商業の推進役として太

子町の経済を活性化さすため、町内の商店や

営業者の意欲を向上させることにあり、それ

とともに太子町内に消費者を呼び込んで、太

子町の活性化を目指すことが必要であると考

えますが、どうなのか。 

 それと、太子町観光協会と連携を図り、太

子町の豊かな観光資源を広く情報を発信を

し、本町の有効な観光資源などとあります

が、太子あすかふるさとまつり以外に何かご

ざいますか。何を考え、どのようにこれから

図られるのか、これもお聞きしたいと思いま

す。 

 自然エネルギーへの転換について問いま

す。 

 東日本大震災による大津波による福島第一

原発により、放射能による甚大な被害をもた

らし、今もさまざま世論の中、原発ゼロに対

し、ほとんどの原発が休止をしております。 

 そこで、当局として、今後公共施設に対

し、自然エネルギーを採用するのかお聞きし

たいのと、太子吉福地内の山陽電車株式会社

所有の土地、約２万6,000平方メートルの中

に２万から２万4,000平方メートルの京セラ

株式会社のメガソーラー設置の計画が進んで

いるということ、平成24年７月着工、平成

25年１月稼働予定であるというこの情報、関

東のほうから情報を得ております。当局に通

達があったのか、お聞かせをいただきたいと

思います。 

 また、本町独自で住宅用太陽光発電導入支

援策は考えておられるのか、これについて、

これもお聞きしたいと思います。 

 自治と連携による力強いまちづくりで自治

基本条例を制定し、住民参加、議会による取

り組み、住民参加の安心なまち、つながりの

あるまちについて、同時に質疑させていただ

きます。 

 今議会において、太子町一般会計予算及び

特別会計及び諸議案の審議など、町政運営に

かかわる基本的な方針に対し、住民の代表と

して重大な責任を持って質疑をしているわけ

でございます。行政の執行、施策案に対する

議決は、住民に対し責任説明と行政をチェッ

クする責務のもとに議会に臨んでおります。

当局の提案が決して決まってしまえば、反対

であろうが賛成であろうが別として、私たち

議員の責任でもあります。だからこそ、いつ

でも同じことを質問もし、新庁舎建設に対

し、何度も必要以上に問いただしているわけ

でございます。 
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 そこで、一、二点聞きたいことがございま

す。 

 一般質問等などにおいてもよく言われてお

ります。執行権は私たちにあるんだとよく言

われておりますが、町長はどのようにこの件

に関しておられますか。これも聞きたいと思

います。 

 新庁舎建設に対し、これまでにいろいろな

当局との行き違い、考えの違いなどあり、そ

れに対することにより、お互いが不愉快な思

いをされることはたびたびあり、事実でもあ

ります。 

 自治基本条例について、政策形成過程の重

要部分に効果的な住民参加が行われる自治基

本条例、またそれに伴う議会条例等など、制

定されるともししたら、町長はどのようにお

考えか、この件も聞きたいと思います。 

 また、２の美しくすがすがしいまち、安

心・安全・安定の水の供給と吉福浄水場を高

度浄水処理施設として整備するという施策に

ついて問います。 

 太子町水道ビジョンの設定に向け、パブリ

ックコメントなどによる町民の皆さんの意見

を幅広くお聞きしながらビジョンの作成を進

めるとありますが、どのように、方法は、窓

口は、意見集約後それに対する問題など、

我々議員のほうにも報告をしていただくので

ありますか、それもお聞きします。 

 今現在、吉福、沖代、老原を可動して給水

率90％で県の管が太田に来ており、給水より

10％県の水を、１日に140トンですか、この

水を買っておられます。この件についても、

ちょっと説明をいただきたいと思います。 

 吉福浄水場を高度浄水処理施設として整備

すると政策６、政策１で挙げられている

24年、25年、26年度の実施計画内容から外さ

れているが、その理由をお聞きしたい。 

 老原浄水所費更新事業で膜モジュール検査

制御計装点検に年間7,229万円も投入をされ

ております。これに対しても、どのようなこ

とをされているのか、これも問いたいと思い

ます。 

 以上で私の質疑をお願いをいたします。ど

うか寛大な説明をお願いをいたします。 

○議長（佐野芳彦） ちょっと平田議員、通

告の内容からさらに具体的な細部にわたって

質疑なされておりますので、当局にしたらど

こまで準備しているか。この場で答えられる

ものは答えていただきますけども、この場で

答えられない部分もあるかと思いますけど

も、その点については宿題的になるかと思い

ますんで、よろしくお願いします。 

○平田孝義議員 はい、わかりました。 

○議長（佐野芳彦） 当局、町長。 

○町長（首藤正弘） お答えいたします。 

 まず、第１点目の「安心して暮らせるまち

づくり」の関係でございますが、町民の皆様

がみずからの生命、身体または財産に対して

被害を受ける不安を覚えることなく、「安心

して暮らせるまちづくり」の実現を図るため

には、やはり防災対策、防犯対策、また交通

安全対策等、それぞれの対策がございます

が、いずれも重要な問題であると、このよう

に認識いたしております。 

 町民の皆さんが安全で安心して暮らせるま

ちづくりにつなげるように、町民一人一人が

危機管理意識を高めていただき、また地域住

民相互の連携の強化などを図りながら活力あ

る地域社会づくりを推進していくつもりでご

ざいます。 

 そして、一時避難所等の確保についてでご

ざいますが、一時避難場所は基本的に地震な

どによる火災の延焼から一時的に身を守る広

い場所となっておりますが、火災に限らず、

水害の際にも避難所へ避難する前の集合場所

や避難秩序の維持のために必要とされてお

り、町では７カ所を指定してございます。 

 しかしながら、一時避難所が遠方であった

り、避難所のほうが近いというようなとこ

ろ、その地域によりまして状況が異なってい

ると、このように思います。そうした中、自

主防災組織で独自に自治会の公民館、また公

園を一時避難所として取り決めていらっしゃ

る地域もございます。 
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 また、災害が発生するおそれがある場合な

どに安全を確保したり、住居が罹災、被災す

るなど避難生活を余儀なくされ、仮設住宅へ

の入居までの生活場所として23カ所の公共施

設を避難場所として指定しているところでご

ざいます。 

 そうした中で、23年度では青山ゴルフクラ

ブの施設を避難所などとして協定を締結いた

しました。また、避難所としてホテルサンシ

ャイン青山、サンシャインガーデンプラザな

どと協定を締結いたしておるところでござい

まして、そうした中で、東日本大震災では避

難所が不足する自治体がございましたが、被

災時にも自宅で生活する場合や自治会の公民

館の活用も考えられ、町民全員が避難すると

いうことは太子町では考えられないんではな

いかなというところで、現在のところは避難

所は足りているというふうに認識いたしてお

ります。 

 次に、高齢者、障害者の件でございます

が、この質問に対しましても、橋本議員等に

も先ほど答弁したところでございます。 

 いずれにいたしましても、この登録、また

登録者の個別計画書等を順次作成いたしてお

るところでございまして、これからもそうし

たところ、質の高い計画書の作成に向けて取

り組みをさせていただきたいと。やはり個人

情報保護法の関係もございますので、その中

でそうした情報が漏れないといいますか、外

に出ないように慎重に取り扱っていきたい

と、このように考えます。 

 次に、介護保険、国民健康保険に対する問

題でございますが、まず介護保険に係る問題

点といたしましては、この制度がスタートし

て以降、毎年度給付費が増大している中で、

今後10年を見通したときに世代単位で最も人

口が多い団塊の世代が65歳となるなど、かつ

て経験したことのない超高齢化社会の到来が

確実となってございます。 

 高齢化が急速に進むことに伴う要介護認定

者数、受給者数の増加が介護給付費の増大に

反映することによりまして、最終的に保険料

の負担増、国や地方自治体の負担増につなが

ることになってこようと思います。 

 高齢化の進行とともに、今後とも拡大し続

ける介護保険の財政をだれがどのように負担

するか、そういうことについての検討を進

め、方向性を決めておかなければならない問

題だと認識いたしておるところでございま

す。 

 次に、国民健康保険に係る問題点といたし

ましては、まず１点目といたしまして、少

子・高齢化の進展等により、被保険者の方の

年齢構成が高く、また医療費水準が高いとい

う問題点が上げられます。 

 ２点目といたしましては、被保険者の方の

所得水準が低く、それに伴う保険料負担が重

くのしかかっており、また収納率も低下する

など、国保の財政基盤の弱さが問題点として

掲げられておるところでございます。 

 この２つの問題点は、国民皆保険制度の基

盤となる制度といたしまして、国民健康保険

制度が発足して以来の構造的な課題であり、

また国においても保険財政の広域化、都道府

県化を目指す以外に根本的な解決方法が見当

たらないのが現状でございます。 

 いずれにいたしましても、介護保険制度、

国民健康保険制度ともに現在議論されており

ます税と社会保障の一体改革などの中で今後

とも国の施策として検討、審議され、解決に

導かれることを期待いたしておるところでご

ざいます。 

 次に、特定健診、健康診断など促進の件で

ございますが、平成24年度は特定健診及びが

ん検診の受診率向上に取り組むため、40歳か

ら74歳の国民健康保険被保険者に対し、新た

に７月末時点での健診未申込者に対し健診申

し込みはがきを送付し、11月に実施いたしま

す集団健診の受診勧奨を行い、それに伴い、

11月の健診の日程を１日増加いたしまして、

３日間で実施していく予定にしております。 

 23年度に引き続き被保険者の特定健診の個

人負担金を無料といたし、節目年齢40歳、

45歳、50歳、55歳、60、65、70歳に該当しま
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す被保険者に対し、受診勧奨の個別通知を行

い、40歳から74歳の過去健診受診者で健診未

申込者に対し、電話による受診勧奨を実施し

ていくというところでございます。 

 また、乳がん、子宮がん、大腸がん検診、

肝炎ウイルス検診につきましては、節目年齢

40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、肝炎ウイル

ス検診については65歳、70歳を加えまして、

該当する町民に対し、無料クーポン券を配付

いたし、受診促進を図るとともに、健康管理

意識を高める、健康講座の開催など、特定健

診及びがん検診の必要性や利用に関する周

知、またご案内に努めていきたいと、このよ

うに考えております。 

 次に、子育て支援対策、介護施策について

でございますが、家庭における子育てを支援

するための施策として、子育て学習センター

と児童館を運営いたしてございます。 

 子育て学習センターは、子供の育成、親の

子育て意欲の向上を図る施設として毎年親子

約200組を１年を通して活動し、情操をはぐ

くんでおるところでございます。また、家庭

児童相談員を配置し、子育ての悩みや不安の

解消を図るため、相談事業も行っておりま

す。 

 児童館は、児童に健全な遊びを通して健康

を増進し、情操を豊かに育成するための施設

でございます。当施設の利用者は、０歳児か

ら中学生、父母、祖父母と多世代及び年間の

利用者は約２万人でございます。子育てに携

わる多くの町民の方が各種の行事に参加さ

れ、親子等の触れ合いを通し、子育ての悩

み、不安の解消に役立っておるところでござ

います。 

 こうした事業や取り組みがやがて「子ども

達の笑顔があふれるまちづくり」につながっ

ていくものと大いに期待して取り組んでおる

ところでございます。 

 また、高齢者単独世帯や高齢者夫婦世帯が

増加している状況の中で、高齢者にとって生

き生きと充実した暮らしができるよう、もし

介護が必要な状態になっても、みずからの意

思に基づき自立した生活を送ることができ、

住みなれた地域で生活が続けられるように、

また家族にとって介護の負担を軽減する体制

がとれるよう、町老人福祉計画及び介護保険

事業計画により各種事業を展開する所存でご

ざいます。 

 「子ども達の笑顔があふれるまちづくり」

の中で、子ども医療費中学３年まで完全無料

化についてでございますが、総務省が集計し

ました平成23年３月末現在の年齢別人口で

は、本町は総数に占める０歳から14歳までの

子供の数の割合が17.02％と県下市町でも最

も高く、また高齢化率は非常に低い、若い町

でございます。 

 安心して子供をはぐくむことができる環境

づくりのため、医療・福祉の充実に取り組ん

でおりますが、医療費の助成につきまして

は、一般質問でもお答えいたしておりますよ

うに、厳しい財政状況の中、可能な限り持続

でき、また幅広い年齢に対する支援が最重要

と考えております。 

 そのため、精神的、経済的にも負担の大き

い入院医療費の無料化は、既に実施いたして

おりますが、通院医療費につきましては、県

の制度よりも対象年齢や内容を上乗せし、現

在の本町の財政状況から可能な限りの助成に

取り組んでおるところでございます。 

 受益と負担の関係にも配慮しつつ、引き続

き本町財政の動向を見きわめながら可能な限

り現行制度の見直しを検討してまいりたい

と、このように考えるところでございます。 

 次に、自然学校等々の関係でございます

が、学習の場を教室から山や川、田や畑など

豊かな自然の中や地域に移し、子供たちが自

然や命あるものと触れ合い、身近な生活の中

で気づきや発見をはぐくむきっかけといたし

まして、小学３年生では校外体験活動の環境

体験事業を、小学校５年生では集団宿泊活動

の自然学校事業を実施しております。また、

中学２年生では、地域における社会体験活動

のトライやる・ウイーク事業を実施いたして

おるところでございます。 
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 それぞれの発達の段階を踏まえ、これらの

学習体験、自然学習は、本物に出会い感動す

る体験やきずなに気づき感謝する体験などに

より、自然や環境を大切にする価値観を身に

つけたり、環境に関する科学的な理解を深め

るなど、子供たちみずからが学び、考え、会

得する基礎を培うものであると考えるところ

でございます。 

 次に、学校施設は、児童・生徒が一日の大

半を過ごす学習、生活の場であることから、

安全性、防災性、防犯性を備えた安心感のあ

る施設環境を確保することが重要であると、

このように考えております。 

 特に、地震発生時におきましては、児童・

生徒の人命を守るとともに、被災後の教育活

動の早期再開を可能とするため、施設や設備

の損傷を最小限にとどめることなど十分な耐

震性能を持たせることが重要であるため、計

画的に耐震補強工事や改築工事を実施してま

いりました。 

 平成23年度末の小・中学校施設の耐震化は

86.2％でありますが、平成24年度に実施いた

します太田小学校北館校舎の補強、そして石

海小学校西棟及び北校舎の補強工事をもっ

て、小・中学校施設の耐震化率を100％とい

たします。 

 今後とも児童・生徒の健康と安全を十分に

確保する学習環境に努めてまいりたいと、こ

のように思います。 

 地場産業拡大についてでございますが、現

在太子町の地場産業といたしまして認定して

おりますのは、そうめんとマッチでございま

すが、地場産業のうち、そうめんの原料でご

ざいます小麦の栽培面積を増やすことも必要

であると考えます。 

 この小麦の栽培でございますが、今昨今、

日本でもパン食等とも進んでおる中で、小麦

の需要が大幅に減っているというようなとこ

ろで、こうした小麦の栽培面積、栽培を促進

していく必要があると、このように考えま

す。 

 農家等々とも連携を図り、遊休農地の解消

策として取り組むと同時に、支援施策として

の農家戸別所得補償制度において、戦略作物

助成の対象作物として位置づけられておりま

す小麦の作付拡大に取り組んでまいりたい

と、このように考えておるところでございま

す。 

 次に、地場産業拡大に伴う遊休農地の活用

方策と支援でございますが、農業者戸別所得

補償制度、また戦略作物助成等々がございま

す。そうしたものの普及に取り組んでいきた

いと、このように考えます。 

 それから、ほか、価値型の農産物の開発支

援と若人の農業開拓に対する行政の支援とい

うところでございますが、龍野農業改良普及

センターとＪＡ兵庫西、町の三者により協議

を行い、地域の意見を聞きながら地域に適し

た作物を検討していきます。 

 また、農業開拓に対する行政の支援でござ

いますが、平成24年度より国の新規就農者の

事業といたしまして、新規就農総合支援事業

や農の雇用事業が始まります。これから農業

を始める人や農業に興味を持っている人を対

象に龍野農業改良普及センター主催による講

習会や情報提供に努めていきたいと、このよ

うに考えております。 

 次に、住宅リフォーム等々のご質問でござ

いますが、このリフォームの助成制度は、住

宅のリフォームを行った場合に経費の一部を

自治体が助成することにより住宅の改善を容

易にするとともに、中小零細事業者の振興を

図るものでございます。 

 本町の場合には、住宅リフォームについ

て、耐震化促進することにより地域経済の活

性化に資するものと考えておりますので、よ

り取り組みやすい木造住宅の耐震化に対する

助成制度や住宅改修リフォーム助成などを重

点的に進めておるところでございます。 

 続きまして、小規模工事等契約希望者登録

制度は、町が発注する小規模工事や小修繕の

うち、少額で簡易なものについて受注を希望

する方を登録し、町内の小規模業者が直接工

事を受注できるようするものでございます。 
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 基本的には、発注先の選定に当たっては、

公共工事である限り、軽微な工事であっても

品質確保や履行の確実性が担保されるべきで

あると、また受注者の経営能力や施工能力等

の評価をする必要があると考えております。

したがって、現行の入札参加登録の参加資格

の登録制度の中で、地元中小事業者の公共事

業への参入の機会は十分に確保されており、

活性化にも少なからず寄与しているものと、

このように考えております。 

 次に、商工会、観光協会等のご質問でござ

います。 

 太子町商工会における商工振興についてで

ございますが、商工会の基本事業である経営

改善事業といたしまして、３名の経営指導員

と２名の補助員が地域企業への巡回訪問によ

る金融、税務、経理、経営等の相談指導等を

強化し、平成22年度では2,251回の指導を実

施いたしております。また、経営講習や中小

企業共済、労働保険等の業務を積極的に実施

しながら、中小企業の振興と地域経済の振興

に取り組んでおります。 

 町内の店舗が一堂に集まり、買い物がで

き、好評をいただいております太子町マーケ

ットは、規模を拡大して平成24年度も実施す

る予定といたしております。 

 また、太子町観光協会における観光資源の

発掘についてでございますが、斑鳩寺を初め

とする全国に誇ることのできる歴史的資源に

加え、近年人気を集めております特産品を活

用した地域グルメを地元商店や学校等と連携

して開発、販売することで、太子町の魅力を

発信したいと考えております。 

 平成23年度におきましては、特産品開発の

ための委員会を立ち上げ、特産品イチジクを

活用した地域グルメの開発に取り組み、新し

いイチジクを使った和菓子や洋菓子を開発い

ただきました。 

 今年度につきましては、地元商店等にアド

バイスや働きかけを行い、観光資源として町

内外に地域グルメを広めていきたいと考えて

おります。 

 次に、再生可能エネルギーへの転換につい

てでございますが、国においては昨年の福島

第一原子力発電所の事故を踏まえ、これまで

の化石燃料や原子力に加え、太陽光、バイオ

マス発電、地熱発電、小水力発電などに代用

される再生可能エネルギーを基幹エネルギー

として扱うこととし、平成24年７月には電気

事業者による再生可能エネルギー電気の調達

に関する特別措置法が施行され、再生可能エ

ネルギーの固定価格買い取り制度がスタート

いたしました。 

 太子町におきましても、既に龍田小学校、

斑鳩小学校に太陽光発電設備を設置するなど

取り組みを進めておりますが、さらなる再生

可能エネルギーの利用拡大に向け、公共施設

の新設等の際には新エネルギーの導入を検討

するとともに、再生可能エネルギー事業者の

取り組みにつきましても支援していきたいと

考えるところでございます。 

 また、今国会に提出されております再生可

能エネルギー電気の発電の促進に関する法律

案等の動向を見きわめ、再生可能エネルギー

のための耕作放棄地や森林等の有効活用方法

等も必要に応じて検討したいと思います。 

 先ほど、議員おっしゃいました京セラの関

係でございますが、まだ今後説明等を受けな

がら考えていきたいと、このように思いま

す。 

 次に、住民基本条例の制定等々でございま

す。 

 ご承知のように、自治基本条例とは、当該

自治体における自治の基本原則を定めようと

するものでございます。住民と行政の情報の

共有や参画と協働の推進、役割分担などが規

定されてございます。 

 情報共有や参画と協働は、今後のまちづく

りにおいて重要なことであり、本町において

も広報紙やホームページの充実、まちづくり

の集いの開催、パブリックコメントの実施な

ど、参画と協働の推進に努めてきたところで

ございます。まずは、これらの取り組みをさ

らに推し進め、参画と協働、情報共有をより
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実効あるものにするのが先決であり、太子町

独自の参画と協働のあり方が醸成されたとき

が私は自治基本条例の検討のときだと、この

ように考えております。 

 また、議会においてのお尋ねでございます

が、町といたしましては、地方自治法等に基

づき議案提出等を行っております。議会が主

体となって行う取り組みにつきましては、議

員各位の協議でご検討いただければと、この

ように考えております。 

 次に、住民参加の安心のまち、つながるま

ちについてでございます。 

 現在、各自治会におきまして、自主防災組

織やまちづくり防犯グループ等を結成してい

ただき、防災活動や防犯活動等に地域一体と

なって取り組んでいただいております。 

 ただ、自治会によって取り組みに差があり

ますので、住民一人一人の防災や防犯等の意

識の高揚、地域住民相互のさらなる連携強化

を図り、安心・安全なまちづくりを推進して

いきたいと、このように考えます。 

 次に、安全・安心、安定の水の供給でござ

いますが、太子町水道事業の現状と将来見通

しを分析、評価した上で目指すべき水道事業

の将来像を描き、その実現のための方策等を

示し、それをもとに改善、改革するための取

り組みを計画的に実行するため、使用者のニ

ーズに対応した信頼性の高い持続可能な水道

事業経営の指針となります太子町地域水道ビ

ジョンを23年度、24年度にかけて策定し、安

全・安心、安定した水道事業経営を目指して

まいります。 

 吉福浄水場の高度浄水処理施設に関するお

問いでございますが、当該浄水場では、現在

計画的に実施しております指標菌検査におい

てクリプトスポリジウムが検出されておりま

せんが、将来に備え、引き続き高度処理対策

の処理方法を研究し、計画熟度が達した段階

において導入を検討してまいりたいと、この

ように考えておるところでございます。 

 以上です。よろしくお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 私の質問が悪かったんか、

わからないところがあったんですけど、少し

お聞きしたいことありますので、何点かお聞

きしたいと思います。 

 えっと、時間何ぼありますかね。 

○議長（佐野芳彦） 19分。 

○平田孝義議員 え。 

○議長（佐野芳彦） 19分。 

○平田孝義議員 それでは、一、二点お伺い

いたします。 

 私は、最初に言いました「安心して暮らせ

るまちづくり」という中で、行政の最重要な

施策というのは何かということで私はお聞き

しております。 

 そういった中で、私は順番では命と暮らし

が優先であると考えております。町長も施策

方針について、まずそういったことで子供た

ちのこととか町民の皆さんだれもが安心して

暮らすことができる、こういったまちづくり

をつくると、目指しておられるということも

言われております。 

 ただ、どうしても庁舎建設が優先順位の中

で、一番に何か上げられているような気がい

たしまして、そういう中で私はきょうの総括

質疑に立たさせていただいておるわけなんで

ございます。 

 そういった中で、どうかそういったことも

踏まえながら太子町のこれからの行く末を考

えていただきたいと思います。 

 それと、高齢者の方々の、またそれに対す

る障害者の今後のまあ言うたら何かがあった

ときの避難。これに対し、私が言うのは、そ

の場所とかなんとかっていうのはみんな理解

はされていると思うんです、一部の住民の皆

さんは。 

 ただ、その中で何が大事かというのは、そ

ういった細やかな点でどういう組織の形でど

ういうふうにしてだれがどのようにそういっ

た方々を避難さすのかというような具体的な

ことも必要じゃないかなと思います。いつも

防災とか、それに対する備えは町の広報とか

机上だけの処理で今までやっておられたよう
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に私は見受けられております。 

 そういった中で、今後災害に対する啓蒙活

動、それを強化して、どうしてもそういうこ

とに力を入れ、自治会とかそういう人たちに

理解を入れて確立していく。これをどうして

も行政としてはやっていただきたいなと私は

思います。 

 それと、国民健康保険とか介護問題、これ

から本当に大変な時代を迎えることと思いま

す。そういった中で、介護に関する介護料と

か、また国民健康保険料とか、本当に大変な

負担がのしかけられているというのが今の現

状の町民の姿であります。 

 そういった中で、行政としてはこれからそ

ういったことにも力を入れていただき、地域

の近隣の自治体とも負けないぐらい太子町は

今度立派な庁舎を建てるんですから、そうい

うことにも全力を挙げて、よそに負けないそ

ういった施策を立てていただきたいなと私は

思います。 

 それと、特定健診とか健康診断でありま

す。 

 これは、当然国民健康保険法で決められて

おります。これは健康保険事業第82条ですか

ね。こういったことで決められておる中で、

どうしてもこれやらなくてはいけない。そう

いった中で、町民の健康増進を図るために

も、どうか全力を挙げて、そして国の予算、

また県の予算を有効に使い、ほいでこういう

ことに皆さんが健康である、それに対する備

え、そういうことを健康診断とか、この町民

の皆さんにどうしてもやっていただく比率を

上げて、健康診断をして、自分の病気を事前

でとめるといったことも町としてはこれから

頑張ってやっていただきたいと思います。 

 それと、子供の笑顔、お年寄りの人たちの

生きがい、これ最近神戸あたりで保育と介護

施設が一体となったハイブリッドデイサービ

スというものがございます。私も一度見てま

いりました。 

 これは、保育施設と介護が同時に、またこ

の日本核家族化の進む中で、子供とお年寄り

が接する機会が減っている中で、日本の古き

よき大家族をテーマにした施設でございま

す。いつも子供と過ごせる家ということで、

神戸ではやられております。これは、実を言

うと私の友達がやっております。 

 そういったことで、デイサービスは身体的

機能を維持すること、また保育所は子供を預

けるだけのところということを世間的な常識

を踏まえ、それを逆転した発想から行ってお

るわけで、それに伴い、お年寄りの心身の健

康を守る、まずそれに子供たちのしつけや教

育も同時にできるというメリットがございま

す。そういった中で、このような施策もこれ

から太子町としてはぜひ考えていただきた

い、それに対するまた支援をしていただきた

い。そのように思います。 

 時間ありますか。 

○議長（佐野芳彦） 12分です。 

○平田孝義議員 あと12分。 

○議長（佐野芳彦） はい。 

○平田孝義議員 それと、先ほど中学３年ま

での医療費の無料化、これを私は常々お願い

をしているわけでございますが、もう少し予

算を取れれば何とかなることじゃないかなと

私は思うわけでございます。 

 先ほどから町長のお話を聞いておりました

ら、財政的に苦しいんやと、できないという

こと、これからも考えるというようなことを

私は今年の５月からずっと聞いてきておりま

す。そういった中で、ぜひ子供たちのために

やっていただきたい。こうすることが太子の

財産と私は思っております。どうかお願いを

しておきます。 

 それと、また児童生徒が安全で安心な学習

環境を確立についてでございます。 

 子供たちにとっては、本当に一番大切なこ

とであります。教師の方々も大変だと思いま

す。子供たちがゆとりのある教室で授業を受

ける。それによって教育力も高まるのじゃな

いかなと思うわけでございます。 

 今、太子町の太田地区では、宅地開発が急

速に進んでおります。そういった中で、これ
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から児童数もかなり増えるのではないかなと

いう心配もしております。 

 そういった中から、責任上、現実をよく見

開いて、こういったことにも極力力を注ぐの

は、行政の仕事だと私は思っております。今

後、これに関して、どうかそういった処理

法、またそれに対する施策などを考えること

も必要であると思いますので、どうかこの件

に対してもよく考えていただきたいなと思い

ます。 

 それと、地場産業拡大に伴う遊休農地の活

用実施と先ほど言われておる中で、当局は小

麦の栽培とか、それによってそうめんの生産

に従事する、こういった政策を立てるんだと

いうことを言われておりました。確かにこれ

はいいことだなと私は思います。そういう中

で、支援対策として他府県に通用する付加価

値のある、これが私は大事じゃないかなと思

うわけであります。農産物の開発支援を太子

町の行政がやれば、必ずこれは実現するはず

であります。 

 今現在、イチジクとかイチゴ、また四季の

花、またそばなど、そういったこの太子町に

見合った、また気象条件に見合った可能な産

物がございます。そういった中で、また太子

町のみそ、これもかなり名前がちらほら出て

きております。姫路あたりの太子みそと言っ

たらわかってくれる方もございます。 

 そういった中で、原料である大豆、これは

我々が必ずやらなくてはいけないことだと思

います。そういった支援などを考え、農地開

発による若い人たちの力をかりて、そしてこ

のような、また夢のある施策を行政としては

立てていっていただきたいなと私は思いま

す。 

 それと、商工会の観光協会とか、それに対

する件でございます。 

 町民生活の質、またそれに対する向上、安

心して暮らせるまちづくり、それに働く人た

ち、そういったいわゆる若い人たちが離れな

い、若者を離さない、なくさない、こういっ

た商工会初め、企業家、業者、地域住民及び

自治体が手をとり合って自立的な地域経済基

盤を施策することも大切だと思います。 

 太子の文化の薫るまちづくり、よくこれ使

われております。商工会、観光協会は、町と

の、また県からの予算を有効に使い、そして

営業上のプレーヤーとして大企業、量販店で

はできない、中小商工会、また商店主さんの

役割などをきちっと指導する必要性があるこ

とを私は思います。そういったことを行政の

ほうから、またそれなりに要請する必要もあ

るのではないかと思います。 

 なくなったらお客さんが困る、本当にこの

店がなかったら私ら困るんやと、そういった

ような人と人との出会いを大切にする振興に

努めていただきたい、このように私は提言し

ておきます。 

 最後に、自然エネルギーへ転換についてで

ございます。 

 町長は、所信表明でも時代の流れを受けと

めつつ、真に必要な躍動する町としてだれも

が安心して暮らすことができるためにもエネ

ルギー転換は必要であると言っておられま

す。全国的に、自然エネルギー参入による需

要拡大に向けた取り組みが活発に行われてお

る全国の自治体でございます。 

 そういったことを当太子町においても、今

後のただ単に施設なんかにつけるだけじゃな

くて、経済的産業の道としてそういったこと

も検討しながら、また国への要望を実施し、

金融機関への働きかけなどを推進して、この

事業に全力を挙げてやっていただきたいと強

く要望いたします。 

 そういったことで、最後に新庁舎問題だけ

にとらわれることなく、防災、エネルギー、

税制、社会保障を考えた子育て、保育、雇

用、産業、教育、環境など、そういった予算

を有効に活用していただくということを最後

にして終わります。 

○議長（佐野芳彦） 以上で平田孝義議員の

総括質疑は終わりました。 

 次に、服部千秋議員。 

○服部千秋議員 皆様お疲れの様子でござい
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ますので、私のほうはここに書いてある部

分、当局も議員のほうも持っておりますの

で、早口でここの部分読ませていただきま

す。 

 私、今回ソフト的な面でどういうふうに、

ソフトでない部分もあるんですけども、私が

聞いている趣旨はソフト的にどういうふうに

考えておられるかということをお答えいただ

きたいと思っておりまして、ほかの総括質疑

とできるだけ重ならないように考えてみたつ

もりでございます。 

 では、総括質疑を行います。 

 以下について町長の考え方を問います。 

 １、文化と触れ合いあふれる太子町の創造

について。ぜひ文化と触れ合いあふれる太子

町に創造していただきたいと思いまして聞い

ております。 

 ①行事に町民をどう引きつけ、参加者を増

やすか。また、町外からどのように人を引き

つけるか。 

 ②スポーツ指導者の育成状況はどのように

進んでいるか。平成22年度以降、新年度に至

る育成状況は、新年度新たに教室開設はある

か、指導者は今後さらに開拓できるか。ある

いはなかなか難しいか。 

 ③同様に、文化指導者についてはどうか。 

 ④家族のきずな、地域のつながりの構築を

どう進めるか。 

 ⑤町内既存のＮＰＯをどう育てるか。新た

にＮＰＯをどう育てるか。行政とのパートナ

ーシップをどう推進するか。 

 ２、活力ある地域工業推進について。 

 ①企業誘致の取り組みは。新年度には具体

的に何か働きかけとか動きを行われるか、行

われないか。 

 ３、活力ある産業振興について。 

 ①農業振興について。どのような振興策を

とられるか。農業活性化はどの程度まででき

ると考えておられるか。 

 ②商業振興について。どのような振興策を

とられるか。産業活性化はどの程度まででき

ると考えるか。 

 ③鳥獣害対策について。鳥獣害対策をどう

行うか。シカ肉を近隣市町と共同で利用する

方法は考えられるか。カラス対策は非常に難

しいが、本当に有効な対策はとれるか。 

 ４、魅力ある学校園づくりの創造につい

て。 

 私、この教育について、何度も何度も聞か

せていただいておりますけれども、親や家族

の期待がこのことについて非常に高いという

ふうに思っております。町民の方と町内回っ

ていると、そういうことをよく言われますの

で、あえて嫌われ役を承知でこのことについ

て何度も何度も申し上げておりますので、こ

の点よろしくお願いしたいと思います。 

 ①教師の指導力育成をどう進めるか。 

 ②教師の立場や学校の体面でなく、児童・

生徒や保護者目線で学校園運営する管理職を

いかに育てるか。 

 ③幼稚園教育要領、小・中学校の新学習指

導要領改訂に伴う本町学校園運営について、

改訂により本町学校園でどのように取り組み

を行うか。 

 改訂の内容でなく、これに基づいてどのよ

うにしていこうと考えておられるかをお尋ね

をいたします。 

 ④幼・小、小・中の連携は、小・中連携の

さらなる進め方は、幼・小連携はどう行う

か、行わないか。 

 以前、私一般質問でこの小・中の一貫連携

について問うたことがございます。そのとき

は、教育長からは町内小学校・中学校離れて

いるので、それは考えないということであり

ましたが、実際昨年秋ぐらいから教育長のほ

うから各学校にも連絡、教育長も各学校で話

をされ、連携が少しずつ進められておりま

す。そのことは私も把握しております。 

 この小中一貫の、小・中連携の先進の地方

公共団体がやられているようなことに近いよ

うなことを少しずつ進められている状況のよ

うにお見受けし、このことについては評価し

ておりますけれども、幼・小連携については

どう行うか、行わないかについても小・中と
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同様お答えください。 

 ⑤預かり保育や子育て支援は新たに行う

か、行わないか。 

 ５、参画と協働について。 

 ①参画と協働の推進について。 

 参画と協働の実態を一般質問で問いました

が、現在その内容は限られている状況にあり

ます。今後、どのように真の、本当の意味で

の参画と協働を深めていくか、町民への働き

をどのように行っていくかについてのお考え

をお願いいたします。 

 ６、広域化について。 

 ①消防の広域化を今回出されていますが、

本当にデメリットはないか、可能性として想

定できるデメリットにはどのようなことが挙

げられるか。 

 可能性ということで聞いておりますので、

私が議案のときに質問しましたように、現在

例えば３分幾らかで救急車が来ているもの

が、もしかすればもっと時間がかかってくる

ことも場合によってはあるというような可能

性の、どういう可能性があるかについてお答

えをいただきたいと思います。 

 ②これから広域化において、既存のもの以

外に考えられるようなものはあるか、ない

か。 

 ７、庁舎建設とそれに伴う財政について。

将来民生費の増加が見込まれていますが、一

般質問で回答のあった１億円ほどの町債で本

当に足りるか、これ以外に出費はないか、町

債返済終了時までの民生費の伸びを幾らくら

いに試算しておられるか。 

 毎年でなくても結構ですので、５年ごとの

伸びぐらいの説明で結構でございます。民生

費の伸びに町が耐え得るかどうか、具体的に

お答えをいただきたいと思います。 

 ８、水道事業について。ユーロ債の運用の

状況については健全に進んでいるか。あと何

年ほどで終わりそうと考えておられるか。 

 ９、前処理事業について。既存の処理施設

は今後何年間耐え得ると考えるか。 

 建物自体でなく、中の設備とかは耐用年数

が超えているわけでありますので、今後、こ

れまで壊れたときには希釈して流すことも可

能だというような答弁は本席でも過去あった

わけでございますけれども、実際に耐えれな

くなったときに向けての対応は進めておられ

るのか。あるいは希釈が可能であるという答

えをされただけで、実際にどういうふうにす

るということの着手はまだされていないのか

についてお尋ねいたします。 

 10、生活困窮者への対応について。 

 ①生活困窮者は増加しているか。 

 本町の状況の具体的数字をお答えいただき

たいと思います。 

 ②今後メンタル面も含めた細かな対応が重

要であります。 

 この②は質問というよりも、よろしく対応

をお願いしたいという、私も最近も相談を受

けたわけでございますが、いろいろ聞いてい

ますと、本当に大変といいますか、言葉が適

切かどうかわかりませんが、本当に気の毒だ

なと、何とかしてあげれないかなと思うんで

すが、なかなか実際問題本当に大変でありま

す。ですので、メンタル面も含めて、生活困

窮者への対応をよろしくお願いしたいという

ことを最後に書かせていただいております。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（佐野芳彦） この際暫時休憩しま

す。 

 再開は２時40分。 

（休憩 午後２時25分） 

（再開 午後２時38分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 総括質疑を続行します。 

 当局、答弁をお願いします。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） お答えいたします。 

 まず、１点目の行事関係に町民をどう位置

づけるかというところでございますが、やっ

ぱりこの行事関係につきましては、参加者を

増やすために、今あすかまつり、また成人式

等々は企画の段階から町民の皆さんに参加し
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ていただき、住民ニーズに対応した行事内容

にするよう努めておるところでございます。 

 また、終了後におきましても、反省会等々

を開催し、反省点、問題点を検証いたしまし

て、次年度につながるように、その行事内容

を検討いたしております。 

 町外の方法、周知等でございますが、ホー

ムページの新着情報に掲載するなど、わかり

やすい形で行政情報を提供していかなければ

いけないなというところでございます。 

 こうした行事関係につきましては、皆さん

にそして興味を持っていただけるように、ま

たそこへ参画して、よかったなというような

事業に結びつけていきたいなと、このように

考えるところでございます。 

 次、スポーツ指導者の育成状況でございま

すが、体育館及び陸上競技場で実施しており

ます教室並びに各校区のスポーツ少年団等の

指導者、それぞれの競技種目、また地域にお

いて活躍されておりますが、指導を行う力、

兵庫県体育協会や各競技団体で実施しており

ます指導者講習会に積極的に参加するなど、

熱心な指導と研さんに努めております。 

 また、平成22年度から設置いたしましたス

ポーツ指導者バンクには現在７種目、19人の

指導者が登録され、新たに開設しました器械

体操、太極拳、また３Ｂ体操のスポーツ教室

の指導をしていただきました。その結果、参

加者層が小学校低学年から高齢者までと拡大

し、修了生によるサークルが誕生し、自立し

た活動を行うなど、スポーツの普及に一定の

成果を上げたところでございます。 

 新年度は、既存の教室を一部残しまして、

３Ｂ体操を幼児の親子を対象とした親子３Ｂ

体操に移行しまして、参加者層のさらなる拡

大を図りたいというふうに考えております。 

 また、指導者の育成には時間や労力が多く

かかりますので、今後は外部からの招聘も視

野に入れつつ、町内の指導者の育成に努めて

いきたいと、このように考えます。 

 次に、文化指導者の育成、新たな教室の開

設等についてでございます。 

 平成22年度は７講座、23年度は３講座開設

いたしました。24年度については、５つの講

座を新規に開設する予定でございます。 

 指導者は少しずつではございますが、増え

ております。今後も新規の指導者の開拓に努

力していく予定でございます。 

 次に、家族のきずな、地域のつながりの構

築という点でございますが、現在各自治会に

おきまして、芸能発表会や三世代交流事業を

初めとしたさまざまな地域コミュニティー活

動を展開されております。 

 町におきましても、自治会が地域住民の連

携と協調のもと、明るい地域づくりが図れる

よう、自治会活動助成金を交付し、自治会活

動が展開しやすい環境づくりに努めておりま

す。 

 今後におきましても、これらの活動支援を

行い、地域コミュニティーの活性化を図ると

ともに、住民一人一人の意識の普及に努め、

地域のつながりの構築等を推進してまいりた

いと思います。 

 次に、ＮＰＯの関係でございますが、ＮＰ

Ｏと行政との協働関係を進めるためには、Ｎ

ＰＯがその活動理念や社会的役割において、

企業や行政と異なる価値や機能を持つことを

理解し、公益性や非営利性などの独自性を生

かせるように過剰な関与や安易な支援の関係

に陥ることなく、対等な協働関係を実現する

ことが重要と考えてございます。 

 本町では、サツマイモオーナー事業をＮＰ

Ｏと協働で取り組んでおりますが、今後にお

きましても、各課で実施する事業へのＮＰＯ

の活用が可能かの検討等を行うなど、それぞ

れのＮＰＯと行政の目的が合致して初めて協

働によるまちづくりが推進できると、このよ

うに考えております。 

 次に、企業誘致の取り組みでございます

が、もう議員ご承知のとおり、本町の企業誘

致と申しますと、工業団地等用地がございま

せん。そうした中での取り組みでございまし

て、新規工場の固定資産税に対する不均一課

税及び立地促進奨励金制度を設けてございま
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すが、これらの優遇措置策を活用いたしまし

て、引き続き企業誘致を行いたいと、このよ

うに思います。 

 工場立地の相談等があった際には、なかな

か難しい問題でございますが、各部局が横断

的に企業立地に係る諸問題の相談に応じられ

る体制をつくり、適切に対応してまいりたい

と、このように思います。 

 現在のところも旧家電メーカーの跡地の新

規事業には、不定期ではございますが、年に

何回かは本社のほうへ要望等には足を運んで

いっておるという現状でございます。 

 次に、農業振興についての振興策、農業の

活性化という点でございますが、農業振興に

つきましては、本年度から本格実施された農

業者戸別所得補償制度を有効活用し、農業改

良普及センターやＪＡ兵庫西の関係機関と連

携するとともに、今後も継続して太子町地域

農業再生協議会を中心に、営農相談等の啓発

活動を一層促進し、新たな担い手の確保、育

成に努めていきたいと考えておるところでご

ざいます。 

 また、農業活性化につきましては、集落営

農組織の育成に向けて、集落内で話し合う機

会を設定し、今後の集落の方向性についての

検討会の実施に向けた取り組みに努めていき

たいと、このように思います。 

 次に、商業振興について、どのような振興

策をとるかという点でございますが、この振

興につきましては、太子町と太子町商工会が

連携し、対応しておるところでございます

が、町の行う振興策といたしましては、太子

町中小企業利子補給制度や政府のセーフティ

ーネット保証第５号等を活用しながら、中小

企業の支援を主に努めております。 

 太子町商工会におきましては、商工会の基

本事業である経営改善事業として、地域企業

への巡回訪問による金融、税務、経理、経営

等の相談指導等を強化し、平成22年度では

2,251回の指導を実施しておるところでござ

います。また、経営講習会や中小企業共済、

労働保険等の業務を積極的に実施しながら、

中小企業の振興と地域経済の振興に取り組ん

でおります。 

 地域を活性化させる方法の一つとしまし

て、平成22年度より産学連携事業として、兵

庫県立大学と商工会が太子町マーケットを開

催いたしております。多数の商店の商品が一

堂に集まると好評をいただき、平成23年度は

2,000人もの来場者でにぎわいました。平成

24年度におきましても、規模を拡大し、実施

予定といたしております。 

 今後も地域の企業に対し、積極的にきめ細

かな対応で、中小企業、地域経済の発展に寄

与できるよう、努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、鳥獣害対策について、どう行うかと

いう点でございますが、捕獲につきまして

は、県補助事業による個体群管理事業と町単

独事業による一般有害鳥獣捕獲事業、すべて

くくりわなによる捕獲でございます。23年度

は28頭を捕獲いたしました。 

 また、補助事業の有害被害防止総合対策事

業としましては、上太田自治会の要望のあり

ましたシカ侵入防止さくを設置したところで

ございます。 

 また、シカ肉の利用についてでございます

が、西播磨県民局、光都農林水産振興事務所

では、シカ被害対策事業で捕獲しましたシカ

の有効利用のため、加工技術、加工施設及び

販売の価格設定と需要等の研究を継続いたし

ておりますので、情報収集と情報提供に努め

ていきたいと、このように考えます。 

 ご承知のとおり、もうシカっていいますと

食糧になる部位はほんのわずかでございまし

て、あとの残渣の処置も大変であるというふ

うに聞いておりますが、県下で何カ所かそう

した処理場を建設していくということでござ

いますので、そうしたところ、しっかりと情

報収集に努めてまいりたいと、このように思

います。 

 カラス対策についてでございますが、これ

先般の一般質問でもございましたが、有害鳥

獣の捕獲強化対象になってございまして、太
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子町内での銃器による捕獲は認められており

ません。現実的には捕獲は難しく、実績はご

ざいませんが、今後においても県の担当部局

からの情報収集等に努めていきたいと、この

ように考えます。 

 ４項目め、魅力ある学校園づくり、この件

について、実際学校現場との、教育現場との

関連が濃くございますので、教育長のほうか

ら答弁をさせていただきます。 

○議長（佐野芳彦） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 失礼いたします。私

のほうから答弁させていただきます。 

 教師の指導力育成をどう進めるかというご

質問ですが、教師みずからが生活指導力と学

習指導力を両輪にした教師力が、ひいては人

間力をつけるよう心がけることが大切である

と考えます。 

 そのためには、教師としての使命感と高い

倫理観を保持するとともに、豊かな人間性の

涵養に努め、専門性と実践的指導力の向上、

社会の変化に対応した教育観を培うなど、研

究と修養に努めることが必要でございます。 

 具体的には、各校で実施している長期休業

中の研修会での各自の研究テーマの報告会や

各学校園の校内研修会、町教育委員会主催の

研修会、県教委主催の研修会など、さまざま

な機会をとらまえて、みずからの教職生活を

振り返るとともに、最新の知識、技能を身に

つけ、新たな思いで子供たちに向き合うこ

と、また教職員が互いにその努力を認め合

い、励まし合うことのできる豊かな人間関係

を構築し、明るく働きやすい職場環境づくり

に努めることが重要であると考えます。 

 次に、教師の立場や学校の体面でなく、児

童・生徒や保護者目線で学校園運営する管理

職をいかに育てるかというご質問ですが、学

校園の管理職は教職に対する強い情熱を持

ち、子供たちはもちろん、保護者や地域の

人々から寄せられる期待や信頼を自覚し、

日々の教育実践を通して、それにこたえてい

かなければなりません。 

 そのために、教育職員として倫理性の保

持、向上に努め、教育の専門家として常に学

び続ける向上心を持って、指導力を初めとす

る資質能力の向上に努めることが求められて

います。 

 児童・生徒や保護者目線の学校園運営の推

進に向けては、校務分掌の見直しや会議等の

精選、校務の情報化を図るなど、組織を挙げ

て効率的な学校運営に努め、管理職を含む教

師が子供と向き合う時間をできるだけ多く持

ち、心の通い合う教育が実施できるように支

援していくことが重要であると考えておりま

す。 

 次の幼稚園教育要領、小・中学校の新学習

指導要領改訂に伴う本町の学校園運営につい

て、改訂により本町学校園にどのように取り

組みを行うかというご質問ですが、新しい学

習指導要領では、各教科において充実した指

導事項の学習やつまずきやすい内容の確実な

取得を図るための繰り返し学習、ドリル学習

でございます、観察、実験やレポート作成、

論述などの知識、技能を活用する学習の充実

を図るなどにより、授業の時間数が増えてき

ております。また、言語の力を使って思考

力、判断力、表現力をはぐくむことや伝統文

化に関する教育、理数の力、外国語教育や道

徳教育、体験活動等により充実させるなど、

学校で学ぶ内容が多くなってきております。 

 本町学校園では、児童・生徒に確かな学力

を身につけさせるために、教師の実践的指導

力や専門性の向上を図る研修テーマや研修内

容の工夫、改善に取り組み、きめ細かな指導

の充実に努めてまいります。 

 次にですが、幼・小、小・中の連携は、

小・中連携のさらなる進め方は、幼・小連携

はどう行うか行わないかというご質問です

が、幼・小連携については、現在の年長、小

１交流会を充実させたり、小１生活科学習の

お店屋さんごっこなどの招待の方向を改善す

るなど、子供の交流機会を工夫するなどが考

えられております。 

 また、子供の発達を理解するために幼稚園

と小学校の教職員が互いの教育に対して理解
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を深めたり、それぞれの見方や声のかけ方等

を共有していく中で、教師間の交流を図るこ

とも重要であると考えております。 

 一方、小・中連携については、小・中学校

の教師が互いに生徒指導面で、あるいは学習

面での情報を共有し合い、ともに児童・生徒

を育てていこうとする意識を持つことが出発

点となると考えております。 

 先日の太子西中３年生が行った石海小学

校、斑鳩小学校６年生へのマナー教室は、児

童・生徒がともに活動し、体験を共有する機

会を意図的、計画的につくることによって、

児童・生徒の望ましい人間関係づくりを促し

ていくことにつながるものであると考えてお

ります。 

 今後、小学校・中学校との間にある段差を

適切なものとして、それを乗り越えるため、

小・中学校の相互交換授業の実施など、教師

間の交流を進めていくことが重要であると考

えております。 

 最後にですが、預かり保育や子育て支援、

新たに何かを行うか行わないかというご質問

ですが、平成24年度において新たに実施する

事業はございませんが、幼稚園における預か

り保育についてはこれまでどおり継続して実

施してまいります。 

 また、幼稚園においては、特別に支援を要

する園児が就園できるよう、引き続き各園に

補助員を配置し、子育て支援を行っていきた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） 続きまして、参画と協

働の推進についてでございますが、住民の参

画と協働につきましては、各種制度を制定す

るなど住民参画に係るさまざまな機会を設け

ております。 

 今後におきましては、広報たいしやまたホ

ームページなどの広報広聴機能のさらなる充

実を図り、より多くの町民の参画を促してい

きたいと、このように考えます。 

 次に、消防の広域化についてデメリットは

ないかというご質問でございますが、これは

今年において消防組織法の改正、一部改正、

また市町村の広域化に関する基本方針、そう

したものを受けまして、兵庫県による広域化

検討委員会の設置、また広域化推進計画の策

定に当たりまして、西播磨地区４市１町、相

生、赤穂、たつの市、宍粟市、佐用町の消防

本部で協議を重ね、課題はあるものの、現在

の消防救急力は維持し、今後の災害の多様

化、大規模化、住民ニーズの変化、高齢化社

会、人口減少傾向等に対応するため、おおむ

ね広域化を目指すことで同意が得られたとこ

ろでございますが、現在は赤穂市が抜けてお

ります。３市２町で取り組みを進めておると

ころでございまして、広域化により住民サー

ビスの向上、また人員配置の効率化、消防体

制の基盤強化等によるメリットがあると、こ

のように思っておりますが、今のところデメ

リットというのはないというふうに考えてお

ります。 

 もうご承知のとおり、太子町はたつの消防

に消防業務は委託いたしております。その中

で、私は今の太子消防署を堅持していきたい

なという思いでございます。 

 それから、これから広域化において、既存

のもの以外に考えられるようなものというと

ころでございますが、既存のものの移行とし

まして、消防救急無線システムについて、平

成15年10月16日の訓令、電波法の関係でござ

います。アナログ通信方式の使用期限が平成

28年５月31日までとされております。そうし

た関係上、デジタル通信方式に移行する必要

がございます。消防の広域化に合わせて実施

する予定でございます。これ以外のことにつ

いては、今後合併協議及び合併後に協議さ

れ、決定されるものでございますので、現段

階においては考えるようなものはないと、こ

のように考えております。 

 それと次に、庁舎建設とそれに伴う財源と

いう件でございますが、もう今までの議員さ

んにも一般質問、今までの議員さんのご質問

にも答弁しました部分は省略させていただき
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ます。 

 その中で、議員が指摘されております民生

費の増加について大丈夫かというようなとこ

ろでございますが、少子・超高齢化社会にお

ける子育て支援、社会保障関係経費のことと

存じますが、社会保障と税の一体改革の動向

が不透明でございます。政府の長期的な財政

ビジョンが示されない状況下においての予測

は困難でございますが、財政計画においては

扶助費で年２％の増を見込んでおります。 

 いずれにいたしましても、国の定める範囲

内で施策を実施すれば、その地方負担は消費

税増税や地方交付税交付金等での何らかの財

源措置が行われますので、影響は少ないもの

と考えております。 

 ただし、今後とも歳入の確保、単独事業の

見直しなど、徹底した財政管理を行い、歳出

の削減を図らなければ財政状況は悪化します

ので、十分に努めてまいりたいと、このよう

に考えます。 

 次に、ユーロ債の関係でございます。 

 ユーロ円債は仕組債でございまして、為替

レートや金利など、事前に設定した条件に応

じて利息や元本の償還期間が変わります。 

 今現在、我々額面１億円で発行日が平成

20年４月24日ということで、償還日が50年４

月24日でございます。運用実績がこの24年２

月現在で利払金1,252万5,632円、発行日より

当初１年間は利率が６％、以降29年間は毎年

オーストラリアドルで換算、為替のレートに

より決定、利払い日は毎年４月24日、10月

24日の10営業日午後５時の仮払いにより利率

が決定されます。支払い総額が2,200万円に

なった時点で償還になることから、残額利払

金は約950万円でございます。現在の換算為

替レートから試算いたしますと、５年以内で

償還になる予定でございます。 

 私自身は元金が保証されていますので、特

に非常時の対応は今のところ考えておりませ

ん。災害など緊急時に必要となる内部留保金

の約１割を資金運用に充てておるところでご

ざいます。そうした関係上、私は今のとこ大

丈夫だというふうに思っております。 

 それから次に、前処理場の関係でございま

すが、機械機器、電気機器につきましては、

法定耐用年数のもう既に２倍を超える稼働状

況でございます。他の類似施設と比較します

と、賢明な延命策を講じております。主要な

機器の機能不全に備えて、その他の処理方法

を導入できるか試行的に実施しております

が、本格導入できる域には至っておりませ

ん。引き続き、そうした方策を検討してまい

りたいと、このように思います。 

 いみじくも今議員がおっしゃいましたよう

に、非常時の対応策は、バイパス管を設置し

ておりますので、トラブルがあればそうした

ところ揖保川流域の管理者と協議をさせてい

ただき、直接投入することも可能であろうと

いうふうに考えております。 

 次に、生活困窮者の関係でございますが、

この生活困窮者の実態につきましては、情報

を把握することはなかなか困難ではございま

すが、生活保護者数で言いますと、この１

年、90世帯110人前後でほぼ横ばいで推移を

いたしております。 

 そうした中、メンタル面でのご質問もちょ

うだいいたしておりますが、相談に来られた

方の言い分を十分に聞き、各制度の範囲にお

いて適切に対応していきたいと、このように

考えます。 

 この生活困窮者の関係でございますが、特

に生保関係は今ご承知のとおり、県の福祉事

務所と共同でやらせていただいておりますの

で、その点お含みをお願いしたいと思いま

す。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 行事に人を引きつける方法

なんですけども、町民の方と話していてその

方からご意見をいただいたのですけれども、

例えばそれが絶対いいかどうかは検討したら

いいわけですけれども、よそのあるところで

は有名な駅伝の監督さんを呼んできて、いろ

んなところから参加チームが来て頑張ってる
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とか。おっしゃることは、何か目新しいもの

を考えてはどうかということを言われてると

思うんですね。それで、監督さん来ていただ

くにはお金が要るから、講演会をしてその参

加費用を当てたらどうかとか、そういう案も

おっしゃっていたんですけれども、当局が何

も努力されていないとは言うつもりないんで

すけれども、何か目新しさというか、何か引

きつけるようなものを時々入れてもらってい

ろんな行事を考えてもらえたら、まあ難しい

んですけど、ありがたいなと思うわけです。 

 同じ行事をマンネリ化してやっておられる

だけだとまで言い切るつもりもございません

が、しかし目新しさを何か考えれるように今

後やっていただければと、私もその町民の方

の意見を聞いて思ったところであります。 

 スポーツ指導者、外部から招聘するという

ことをおっしゃったんですが、どういうスポ

ーツか、それについてどのような内容かをも

し今の時点で答えられるようであればお答え

いただきたいと思います。 

 それから、文化的な教室について、24年度

が５教室を新たにとおっしゃったと思うんで

すが、22年度７、23年度３とおっしゃったと

思うんですが、これ新しく22年度は７、23年

度３、既存のものからプラスして新しくされ

たということでしょうか。されたというんで

あれば、どういうものが新しくこの22年、

23年、24年度で加わっているのかをお答えを

いただきたいと思います。 

 それから、ＮＰＯについて、どのようなＮ

ＰＯが新たに育てばいいと考えておられる

か。もしおありであれば、いや考えがないと

言われるんであればないということでもお答

え結構ですが、行政としてはどういうＮＰＯ

に育ってほしいなと思っておられるかがあり

ましたらお答えをお願いしたいと思います。 

 企業誘致ですけれども、今家電メーカーの

ほうに年何回か話に上がってるというふうに

おっしゃったと思うんですが、これは町長自

身が年数回行かれてるのでしょうか。その辺

をお願いします。 

 それから、シカの対策ですけれども、上太

田の自治会のほうがそうされているというこ

とですが、ほかの自治会でそういう動きはな

いのでしょうか。 

 実際、太子町の場合、道があったりとか、

道があったりってどこでもあるんですけれど

も、山間部でしたらある村、集落全体を覆う

ようなことも可能でございますけれども、太

子町はとても難しくてどこまでできるかなと

いうのがあるんですけれども、これについて

何かやり方が、例えば一個の集落全部囲むん

でなくって、幾つかごとに分けることによっ

て可能なのか無理なのか。例えば山田とかで

したら幾つかのところに分けて囲えばできる

のかできないのか。そういったようなお話は

地元とは話はされているのでしょうか、どう

でしょうか。お尋ねをいたします。 

 カラスの対策なんですが、これも同僚議員

が一般質問でされたんですが、私それより前

に実は産業経済課に私も町民からカラスを何

とかしてもらえませんかというご相談を受け

たので行ったことがあるんですけれども、現

状は関電さんが光るのをつけていただいて、

でもそれは今ついているところで、この前の

ご説明だとそれを不二家さんの北とか南とか

にも広めるということを説明されてるんです

が、ですけどそれは広めても恐らくですけれ

ども、そこは来なくても、それがまたほかの

ところに行く可能性があると思うんですね。 

 それで、一度テレビでこのカラス対策のこ

とをやっていたと家族から聞きました。私は

そのテレビを見ていなかったので。それで、

本町においては、このカラス、私は北村の方

からご相談を受けたわけで、その北村とか沼

田のあたりの畑に大根を横からこう食べると

か、そういった被害があって大変なんだと相

談受けてるんですが、カラスが町としてはど

このあたりから飛んできているか、どの山か

ら来ているか、そのあたり、実際これを、今

笑い声が出てるんですが、それを突きとめな

いと実際対策にならないので話してるんです

けどね。そういう、それぐらいやっぱり私努
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力をしてほしいというか、どの辺から来てる

のかなと。 

 そうすると、山の持ち主様がおられますの

で、その方といろいろご相談して、その木が

どういう木かというのもあると思うんですけ

れども、木を切っていいものなのか、いや困

るとおっしゃるのか、いろいろなってくるわ

けですが、大変なんですけど、そのあたりは

調べておられるのか、あるいは今後調べてみ

ようとされるのかお尋ねをいたします。 

 それから、教員の指導力を上げるという点

で、今教育長のほうから長期休暇、つまり例

えば夏休みとかそういうときに先生方が長期

休暇の期間のことを発表させたりとかそうい

ったことをおっしゃったわけですが、私具体

的なことが大切だと思うんですね。そういう

休みのときにテーマを決めてもらって後でレ

ポートを出していただいているというのは前

からされていて、私はそれも知っております

けれども、例えばこういったことはされてい

るかお尋ねをいたします。 

 ある小学校では、校長先生が新しい先生、

授業のやり方のノートを書いてもらって、そ

れを事前に見ていたと。例えば私の経験を話

させていただいて恐縮ですけれども、私太子

高校に勤務しておりましたときに英語の授業

があるときにその授業の１週間前までにどう

いう板書をするか、板書そのものをノートに

つくって、これを２年間続けました。ですか

ら、どういうふうに書いたらいいか頭に入っ

てるわけですけど、そういった、今教育長は

生活指導力、学習指導力とか使命感とか倫理

観とか人間性の涵養とか、そういったような

言葉をおっしゃったんですけれども、実際に

具体的に児童生徒の前に立つときには、具体

的な黒板の仕方が上手であるとかないとか。 

 こういうことを言っていいかどうかわかり

ませんが、私が中学校のときを思い出します

と、ある先生の字が、失礼ですけどきれいで

なかったので、その先生は休み中に字をきれ

いに練習しとくわなとか、その先生が書かれ

たら生徒が笑ってたもんですからね。 

 具体的なことを私は現場にやっていただき

たいと思うんですよ。それの一個一個の具体

的な積み重ねが生徒との日常の具体的な接す

るときのことですので、抽象的な人間性の涵

養とかそういうこと、何もそれがいけないと

言ってるんじゃないんですよ。でも、もっと

私は具体的な生徒とのかかわりの中でこの教

育というものはあるものだと思っておりま

す。 

 ですから、成功することもあれば、失敗す

ることもあります。ですけど、失敗してもそ

れを一つ一つ教員が考えて、やって、取り組

んでいただきたいと、そのように考えており

ます。 

 太子町の現場においては、例えばこの板書

のあり方を定期的に校長、教頭あるいは主幹

教諭でも結構ですが、そういったのを見て、

前からいる者としてこのようにやったらいい

んじゃないかとか、そういったようなことを

具体的に指導しておられるかどうか、それを

お尋ねをしたいと思います。 

 今、教育長のほうは校務分掌の見直しとか

をやって、大きな４番の②に対してだったと

思うんですが、校務分掌の見直しをしてとお

っしゃっていたんですが、ちょっとおっしゃ

ってる意味がよくわからなくて、わかりませ

んので、恐縮なんですが、校務分掌を見直す

ことによってどのように児童生徒や保護者目

線で学校園運営する管理職を育てることにな

るのでしょうか。 

 それから、③についても実践的指導力が大

事であってきめ細かな指導とかとおっしゃっ

てるんですが、この今回の改訂においては幾

つか項目があり、私がお尋ねしたいのは、そ

れに当たってどのような教育を具体的に教育

現場で児童生徒に行おうと考えておられる

か。つまり、現場の先生方が間もなく新年度

が始まるわけですけれども、どのようにこの

改訂に合わせて具体的な指導をされようとし

ているのかということをお尋ねしたわけであ

りまして、具体的に教育現場の先生方ともし

お話をされていてわかっておられればお答え
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をいただきたいと思います。 

 ５番の参画と協働についてですけれども、

従来から同じような答弁がなされておりまし

て、このテーマにつきましては。私時々本当

に参画と協働を行政としてもっともっと住民

の方に本当に参加してもらいたいと思ってお

られるのかな、どうなのかなというふうな気

になるときがございます。 

 行政の立場としては、住民の方とか、ある

いは議員とかにいろいろといろんな内容につ

いてこうしたらどうですか、ああしたらどう

ですかとか口出しをされた場合に、余り何と

いいますか、言葉恐縮ですけれども、余りよ

く思われない面があるのではないかと思いま

す。 

 しかし、議員とか住民の方とかのいろんな

意見、私なんかも未熟なところがいっぱいあ

りますけれども、行政の方にしたらこういう

ことも知らんのかとか、これは理解できてな

いんやなという、思われることは実際いろい

ろあると思います。ですけれども、本当の意

味で参画と協働を進めようと思えば、そうい

ったことも乗り越えていろんなことをやって

いかないと、本当の意味の参画と協働にはな

らないと思います。 

 それで、先ほどの平田議員の質問の中で、

自治基本条例、これについての質問の中で、

町長は参画と協働が十分深くとおっしゃった

か浸透とおっしゃいましたか、文言正確には

覚えておりませんが、そういうことになって

からという趣旨のことをおっしゃったと思う

んですが、しからばそのように、どのように

本当に住民との参画と協働を進めるか、議会

との参画と協働、議会も住民だというのは総

務部長のお言葉ですが、この議会との参画と

協働を進めるか、もっともっと深く本物の参

画と協働を進めるには、どのようにいうか、

そのようにしてほしいと私は思っとるんです

が、そのように本当にお考えなのかどうなの

かお尋ねしますとともに、そうするにはどの

ようにしたらいいか、どうお考えか、お尋ね

をいたします。 

 ６点目の②ですけれども、この言葉の表現

が私はちょっと今町長がお答えになった意味

でお聞きしたのではなく、広域化において現

在例えばごみ、揖龍衛生ですとか、農業の保

険、農業共済ですとか、今回消防とかあるわ

けですが、ほかに何か行政でやるときに広域

化を考えられるようなものはありますでしょ

うかという趣旨でございまして、もし今お答

えいただけるようであればお願いをしたいと

思います。 

 それから、９番目の前処理ですけれども、

本当に希釈して流せるのか、それが長期的に

希釈していいのかどうなのか、それが可能な

のかどうかお尋ねをしたいと思います。一時

的でなくて。 

 ですから、もし長期的にそれが無理という

ことになれば、新しく施設がまた、施設とい

うか設備が、機械を新たに用意しなければな

らないことになりますので、それについてお

尋ねをいたします。 

 それから、生活困窮者、今ここ１年横ばい

だとおっしゃったんですかね。ここ数年で増

えてきているのしょうか。それとも、増えず

に本町においては同じなんでしょうか、お願

いします。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） お答えいたします。 

 まず、第１点目のどう行事等に住民を引き

つけるかと。いみじくも、今議員のほうから

ございましたように、どっかの駅伝等との監

督さんの招聘というようなこともおっしゃい

ました。 

 我々も大きな金額を財政投入をするんでは

なくして、そうした投資効果も考え合わせ

て、いつもそうしたところは考えておりま

す。たまたまこれ今おっしゃったのと同じ

で、今回の太子町のマラソン大会も山口衛里

選手、天満屋の選手に来ていただいて一緒に

走っていただいたり、また若干の指導もして

いただいたところでございます。 

 いつもそういうことは考えておりますが、

しかし大きな金額が必要、謝礼とかそうした
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ものを膨大に出すようなことは私はしたくは

ないというところで控えております。 

 いろいろそうした取り組みはさせていただ

いております。竹澤健介選手も当たるんです

が、それぞれの方がスケジュール等々で調整

がつかないというようなことで、そうしたと

ころは今後も努めていきたいなという思いで

ございます。 

 それから、スポーツの指導者の関係です

が、これ指導者の育成で新たなものを導入す

るのに町内にそういう指導者がいらっしゃら

ないとき、こういうことがやりたいんだとい

うことで、町民の皆さんから要望があったと

き、その指導者に該当する方がいらっしゃら

なかったら外部からの招聘も視野に入れてや

っていきたいと、このように思うところでご

ざいます。 

 それから、次の文化指導者の育成等々の件

で22年度が７講座、23年度は３講座、24年度

は５講座というところでのお問いでございま

すが、年々内容は変化しております。この

24年度の新規の取り組みは、絵手紙、オカリ

ナ教室、切り絵教室、新しい日記教室、健康

体操、そうした５つの教室を、講座を開設す

るということで、いつも一緒の取り組みじゃ

ございません。 

○服部千秋議員 22、23とかは今わからない

んですか。 

○町長（首藤正弘） 22年は、これ校区でや

っておりますんで、22年度はリズム体操、フ

ラダンス、新しいヨガ、現代書道、それから

「命ほっこり、灯りづくり」、ちょっとわか

らん、パーソナルカラー講座、そうした事業

をやっております。 

 それから、23年度は歴史講座、それから中

国語講座、オカリナを楽しもうというような

講座をやっていたしてます。 

 ＮＰＯの関係ですが、どのようなＮＰＯ

に。私、ＮＰＯにどんどんこっちが先行する

といいますか、先導するということが僕はだ

めだと思うんですね。特定非営利法人でござ

いますので、それで設立に当たってはそれぞ

れのそうしたサークルといいますか、人数が

集まって初めて成立するものであって、私は

そうしたＮＰＯは立ち上げていただいて、そ

れから我々行政とも協働していっていただき

たいなという思いでございますので、今質問

に合致するかどうか、どのようなＮＰＯ法人

にっておっしゃいますのができてからどのよ

うにっていう意味か、設立前の……。 

（服部千秋議員「前の、どんなんがで

きたらいいなあと思っておられるか」

の声あり） 

○町長（首藤正弘） 一番初めの設立です

か。 

 そらやはり、ＮＰＯって言いますと営利を

目的とした団体じゃあございませんので、い

ろんな分野で、もう奉仕からすべての面で立

ち上げてほしいなと思うのは、もういろんな

面でございます。奉仕的な意味も含めまして

考えられると思うんですね。 

 だから、そうした点、こちらがどういうも

のを立ち上げてくれというのはできませんの

で、そうしたところご理解を賜りたいと思い

ます。 

 それから、企業誘致の関係でございます

が、これは私が出張に行くとき、それにかま

してといいますか、向こうとアポをとりまし

て合致したときに行かせていただくというよ

うなことで進めております。 

 次に、鳥獣のシカ対策の関係でございます

が、これ連携を図るっていうのはなかなか難

しいと思います。それと、今上太田以外の自

治会、山田等々ということをおっしゃってお

りましたんですが、距離的な問題、それから

そこだけを囲って阻止できるかっていいます

と、これはもう到底不可能でございます。も

う今ゴルフ場の近辺からいろんなところへ出

ておりますので、一極集中というようなこと

は難しくございますので、これはそれぞれの

地域の要望を受けて対策をその都度考えてい

きたいと、このように思います。 

 それから、カラス対策でございますが、今

どこから出没して、いろいろおっしゃいまし
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たんですが、これちょっと一般質問で僕言っ

たかどうかわかりませんのんですが、以前と

いいますか、２週間ほど前に揖龍衛生の受け

付けを、打ち合わせをしにクリーンセンター

へ行かせていただきました。そのときに、た

つの市の田んぼの中にたくさんもう真っ黒に

なるぐらいおりまして、その状況を揖龍衛生

の職員にしますと、そこの圃場で肥料か何か

をまかれたらしいと。そこへよく来ているん

だというようなことが言われておりましたん

ですが、そのカラスがどこにおるかというと

ころまではなかなか調査は難しいと、このよ

うに考えるところでございます。 

 また、そのカラスが山林等々でおりまして

も、少しの木を伐採して済むような問題じゃ

ございませんし、そういうことを地権者との

協議でできるかといいますと、そうした調整

も難しいだろうと。カラス対策、本当は言葉

悪うございますし、解決にはつながりません

が、イタチごっこというのが適切、今現状の

言葉ではないかなと。申しますのも、うかい

やさんの東にたくさんおったカラスがそうし

た電線にとまる、防止さくを越えますとだん

だんに西へ来てるというのが現状でございま

して、最終的にどうなるんだろうなと。私の

ほうも、対応には今ＮＴＴ、関電等がやって

くれておりますんでいいんですが、難しい状

況ではないかと、このように考えます。 

 次に、参画と協働の件でございます。 

 これ、やはり参画していただくには、それ

ぞれ持ち分があると、持ち分といいますか個

性があると思うんですよね。この分野で一遍

参画してみようかというようなところ、そし

てそれをどのように今後協働で生かしていく

のか。それぞれの分野によって考えられま

す。 

 今我々の対応といたしましては、防災訓練

等でもいろいろな面から参画していただき、

一緒にやっていただいておるグループもござ

います。それから、庁舎建設検討委員会の中

でもそうしたノウハウを持った方、また今ま

での経験を通して一度この検討委員会にも参

画し、また一緒に考えてみたらというような

ことで入っていただいている方もいらっしゃ

います。 

 いろいろな分野で、この問題は考えられま

すので、その時点時点で募集等々を図ってい

きたいなと、このように考えます。 

 それから、処理場の件でございます。 

 今議員ご指摘のように、永年的に、恒久的

に今後そのバイパスで放流するっていうの

は、今のところはだめでございます。これは

揖保川流域の放流管の投入口で基準に合った

放流をしなければなりません。その基準を満

たす流入水ができるかどうか。 

 今我々が考えておりますのは、希釈して、

機械がめげたら、もし使えなくなったら、そ

の流入水を薄めて、その基準に持っていけな

いだろうかなということも実験もしたりいた

しておりますし、いろんなところではこうす

ればそうしたクロム関係を含んだ水が改善が

できるんだというような方法を聞きますと調

査にも行ったりいたしておりますが、抜本的

にこれがいいと、逆に下手をすると危ない橋

を渡らないといけないようなこともございま

すので、慎重に対応していき、非常時の場合

はそうしたところは渡り、揖保川流域、県の

ほうとも十分協議させていただいて投入を考

えていきたいと、このように思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 教育長。 

○教育長（寺田寛文） 失礼いたします。 

 服部議員から３点の質問あったと思いま

す。 

 １点は、具体的に指導力の向上についてお

話ししてくれということだったんじゃなかろ

うかなと思います。 

 今もう教育というのは、一番大事なことは

人間教育でございます。いかに子供たちを大

人として、または人間として育てていくとい

うようなことが最終の目的でございます。そ

れには、生活指導と学習指導と、これが両輪

でなければいけないというようなことで言わ

せていただきました。 
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 そして、その前に教える者が人でなければ

いけないという、そこが前提でございます。

ですから、教師がしっかり人間性豊かでなけ

れば、いかに生活指導力をつけても学習指導

力をつけても、これは子供の目線で見れば、

非常に純粋な目で見れば、先生の性格が見抜

かれてしまえれば指導はできません。ですか

ら、いかに教師が人間性豊かでなければいけ

ないという理由はそこであるのでございま

す。 

 今服部議員が高校の教師の時代に板書計画

についてこうご指導を受けたというようなこ

とを教えていただきましたんですが、当然で

ございます。学年が下がるにつれて、もっと

細かな板書指導をやっております。チョーク

の色から課題の置く場所から、そして教師が

立つ位置、声の抑揚、そして掲示物、そうい

うところまで、また発問等にしても一問多答

というようなことで、一つの発問すればでき

るだけ、何人の子供がそれに手を挙げて答え

るかと、それを一問の発問に対するどの言葉

がいいんだろうかと、どれを見て発問すれば

ええんだろうかと。その言葉について非常に

細かなことまで指導して、一人前の教師にな

っていくものだと思っております。 

 そういうことは、日々の活動生活の中でい

つもやっていることでございます。先輩とか

同僚とか、そしてまた職員会議、または研

修、または研究会等に行ってすばらしい授業

を見るとか、そういう目の繰り返しをしなが

ら教師力の育成を努めているところでござい

ます。 

 また、校務分掌というようなことで見直し

ということですが、校務分掌を見直すことに

よって時間を見出すという。時間を見出せ

ば、子供と接する、または親と接する時間が

見出してきて、そしてそのお互いが信頼関係

ができる時間が生み出せるというようなこ

と。同じ子供に生活指導をつけるにしても、

親の考え方、親の素行について知っておかな

ければ、子供は生活指導はできません。です

から、時間をかけて、子供だけを見るんじゃ

なくて子供の周囲を見るという、そういうよ

うなことを考えながら指導していく。その時

間を見つけるのが管理職であって、そういう

全体のことを考えていくのが管理職であると

いうふうに考えております。 

 それから、指導要領の改訂に伴ってどうし

ているかというようなことだったと思います

が、非常に時間数が増えてきました。本当に

子供にとって６時間目ということであれば３

時半過ぎになります。そうすれば、終わりの

会、または連絡事項を入れれば４時過ぎにな

ってしまいます。そこから帰ろうとすれば、

冬になれば、また秋の晩秋になれば本当に暗

くなって、治安上にも悪くなってしまいま

す。いかに有効な時間で教科書をどのように

教えていくかというようなことは、３年前か

ら移行の年数が来ておりますので、そこのと

ころで時間を工夫しながら教科書をいかに教

えるかというようなことは、各学校で取り組

んでいるところでございます。 

 例えば、朝の15分を利用して、そこでドリ

ル学習等々を入れることによって、小学校で

あれば３日で１時間消化できます。そういう

ふうにして、いかにして時間を工夫して反復

練習、そして自然体験学習、そして触れさせ

て学ばさせるという、理解させるというよう

なことは、絶えず学校の現場ではやってるこ

とでございます。 

 そういう面で、議員がご質問いただいたよ

うなことは、すべて消化してると認識してお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） ちょっと１点抜けてお

りました。広域化の問題で、ちょっと質問内

容と違っておりました。 

 これ、今ぱっと言われて、広域化、だけど

あるんですよね。いろいろなことが今までも

私の脳裏で出てきておりますが、しかし考え

ますと、そこには行政間の問題、それから地

域の問題、またその業務内容、逆にそうした

ことをするについて、デメリットのほうが多
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いんじゃないかというようなことで一つ一つ

が消えてしまいますので、今ちょっとすぐに

ぽっとこういうものというのは回答はできま

せん。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 まず、教育の問題につきま

しては、ここでいろいろと、この場でもちろ

ん議論することも大事でもありますが、また

教育長を訪ねましてお話をぜひ持たせていた

だきたいと思っております。 

 １点、教育長が今おっしゃったので、ちょ

っと私が板書のというのは校長先生に指導を

受けたんじゃなくて自分でやろうと思ってや

っておりましたんで、ちょっと理解が違って

おりましたので、そこちょっと訂正をお願い

します。 

 それで、あと参画と協働についてなんです

けれども、本当に本気で行政としては参画と

協働をやろう、やりたいと思っておられるの

かどうか、最後にお尋ねをいたします。 

 行政側が参画を嫌がって、住民あるいは議

員の参画、協働を嫌がっているということは

ございませんか。 

 自分たちの言うことを聞く範囲内で参加し

ろとか、してもらいたいというような発想で

ありますと本当の参画と協働が進みません

が、そういうことはございませんか。本気で

やる、やろうと思っておられるかお尋ねをい

たします。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） これ、議員さんが参

画、協働、私この場でも参画されているとい

うふうに思っております。 

 特に、議員さんがいろいろな場所に出てき

ていただきますと、逆に一緒にいらっしゃる

方が前へ進んでいけないというようなところ

で、いや各種委員会の委員さんでも議会で検

討していただいて、議会のほうからやめまし

ょうということで以前決めていただいており

ます。だから、私自身何も議員の方が出てき

ていただくのに、参画されるのにだめだとい

うようなことはございませんが、そうしたと

ころ配慮しながら考えていきたいと。 

 しかし、これからの事業すべての面で参

画、協働っていいますと、町民の皆さんにい

つもそういう精神で参画、協働、一緒になっ

てやっていくんだという気を持っていただき

たいと、このように思いますので、私は何も

否定するものではございません。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 本当の意味での参画と協働

をぜひ進めていただきたいと思います。 

 今審議会云々のことをおっしゃいました

が、そういうことじゃなくて、一般的に私た

ちが行政が出るところに私らが、議員がいて

どうのこうの、何だかんだということでなく

て、町民の意見を聞く、議会の意見を聞く、

そして参画と協働ですから、一緒に協力して

やっていこうということですので、そういう

ふうな姿勢を本当にお願いしたいと思ってお

ります。 

 教育のことは教育長とまたお話をさせてい

ただきます。 

 それで、あと前処理の件ちょっと、もう一

回ちょっと済いません。前処理については、

永久的に希釈しても放流できないということ

ですから、結局また設備を考えなきゃいけな

いということに近々なるということでよろし

いんでしょうか。それとも、今町長がおっし

ゃった薄めてというのは、たしか経済の委員

会のほうで過去に出ていて、数値が出ていた

と思うんですが、それを何倍にしたら許され

る範囲になると、そういうことをおっしゃっ

たんだと思うんですけど、私心配してますの

は、これ将来的にどのようになるのかなとい

うのがありまして、将来はそういう施設、設

備、機械、それもう一回、必要であるという

前提で考えておられるのか、それだけ確認を

させてください。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） この問題、前処理場、

もう既にご承知だろうと思いますが、過去に
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いろいろな経緯を踏んで、今の処理場建設が

なされております。 

 瀬戸内の水質汚濁防止法、また公害関係、

公害での林田川の水質、それから太子町外の

行政、近隣地域に迷惑を及ぼすというような

点、また地区の、地域の農業用水の関連、そ

れから公共下水への位置づけ、また同和対策

事業の位置づけ、それから特別措置法の関係

等々、いろいろなものが今まで経緯を踏まえ

て処理場を建設したところでございます。 

 私自身、あの施設が最終的にどうなるんか

といいますと、これは我々だけでは考えられ

ないと、このように思っております。国、

県、そうしたところを巻き込みながら対策を

考えなければいけないと。 

 先ほど申し上げました汚水の希釈の問題で

ございますが、これは希釈というのは以前に

も本議会でもいろいろ議論を醸した経緯がご

ざいます。抜本的な対策じゃございませんの

で、そうしたところ、しっかりとあの処理場

の今後を考えて対策を講じていきたいと、こ

のように思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 これで終わります。 

○議長（佐野芳彦） 以上で服部千秋議員の

総括質疑は終わります。 

 これで総括質疑を終わります。 

 続きまして、各会計ごとの質疑を行いま

す。 

 まず、議案第18号平成24年度兵庫県太子町

一般会計予算について、これから質疑を行い

ます。 

 全般について質疑を行います。 

 一般会計予算は、全205ページにまたがっ

ておりますので、いつも言っておりますよう

に、質問される議員はページ数を言ってから

質問をしてください。また、答弁のほうもペ

ージ数を言ってから答弁をお願いいたしま

す。 

 それでは、質疑はありませんか。 

 中薮清志議員。 

○中薮清志議員 質問させていただきます。 

 まず、56ページなんですけれども、節13の

委託料の顧問弁護士委託料なんですが、顧問

弁護士さんはどのような方で年間どれくらい

の件数をお願いしているのでしょうか。ま

た、１年間でお願いすることがなくても、そ

こに関してはお支払いが発生するのでしょう

か。まず、１点目がそこで。 

 次に、60ページの節12なんですけれども、

指定金融機関など取扱手数料とゆうちょ銀行

取扱手数料ってあるんですけれども、こちら

１件当たりの単価が出るかと思うんですけれ

ども、これを安いほうに切りかえるというこ

とはできないものなのか、お伺いします。 

 72ページなんですけれども、節13の委託料

の新庁舎用地鑑定評価委託料というのがある

んですが、何の鑑定なのかっていうのと、こ

れ新しく買収するものがあるのか、もしくは

今の土地なのかっていうのをお伺いしたいで

す。 

 74ページの節12の役務費なんですけれど

も、インターネット公売品鑑定手数料と、あ

とページまたがってしまうんですが、76ペー

ジの節14の使用料及び賃借料のインターネッ

ト公売システム利用料なんですけれども、こ

ちら過去からの分で結構なんですが、利用料

と合わせて支払いされている分を上回ってい

るのかどうか、入手した分のお金ですね、が

上回っているのかどうかと、あとホームペー

ジを見ますと、長い間この鑑定の品が出てな

いような気がしたんですけども、そうすると

鑑定手数料がかからないものなんでしょう

か。 

 あと、逆にその利用料に関しては、システ

ムを使わなくてもかかってくるものなのか、

質問いたします。 

 それと、80ページの節16、原材料費、針金

外と書いてあるんですが、こちらは委託料に

含まれないのかというのが気になったもので

質問いたします。 

 済いません。ページが大分飛んで126ペー

ジの全般にかかわってしまうかもしれないん
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ですが、節13の委託料を中心にということな

んですが、地籍調査の事業委託料とあるんで

すけれども、施政方針のほうにもありました

が、23年度に沖代と米田で行って、24年度吉

福を入れるという形であったんですけれど

も、実際この事業が最終的にはいつまで続く

のかっていうのと、多分予算このままでいく

と1,400万円ぐらい毎年かかってくるのかと

いう確認をとりたいと思います。 

 あと、140ページなんですけれども、節

15の工事請負費で総合公園整備工事費とある

んですが、先日のお話の中でも説明で何をす

るっていうのは上がってたんですけども、実

際に具体的にどのあたりのものをこういうふ

うにするっていうのをちょっとお伺いしたい

です。 

 154ページなんですけれども、節14の使用

料及び賃借料っていうところで、石海小学校

仮設教室借料ってあるんですけれども、生徒

数の兼ね合いもあるかと思うんですけれど、

あと何年ぐらいを予定しているのかなという

のと、あと仮設ということで僕も行ったこと

あるんですけれども、特別に点検とか保守関

係などもあって、それもこの費用に含まれる

のかっていうのもお伺いしたいところです。 

 最後に、182ページ、節14の使用料及び賃

借料の施設予約管理システム使用料とあるん

ですけれども、ホームページを見たときに総

合公園とか文化会館とかいろいろ分かれてい

るんですけれども、テニスコートとか分かれ

ているんですけれども、それの予約状況を見

るだけのものなのか、実際ほかに何か役割と

いうか、システム的なものがあるのかという

のが気になったもので確認をとらせていただ

ければと思います。よろしくお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 最初に、顧問弁護

士の委託料の件でございます。 

 ６万円掛ける12カ月で相談業務をやってい

ただきます。１回5,000円で換算しますと

144回分の換算ということになります。積算

ではそういうふうな形で、一応イメージです

ね、イメージで申しますと。６万円掛ける

12カ月の72万円でございます。 

 それで、現在は行政事務の複雑な高度化、

法的問題の解釈指導を行っております。神戸

の小西弁護士でございます。公務員経験、行

政事件の専門家でございます。 

 それから、60ページのゆうちょ、指定金に

つきましては、私の所管ではございません。

この本会議に出てるメンバーの所管ではない

んですが、ゆうちょの取り扱いにつきまして

は30円掛けるの50件、それから公金の払い込

み料金につきましては10円掛ける1,540件、

それから自動払い込みの料金10円の770件の

それぞれの12カ月を見ております。 

 それと、指定金につきましては10円掛ける

17万2,400件掛けるの消費税ということにな

っております。 

 これは、一緒にできるもんではございませ

ん。指定金は指定金で、ゆうちょはゆうちょ

でございますんで、一緒にできるもんではご

ざいません。全然性格の違うもんでございま

す。 

 それから、72ページ。新庁舎の鑑定委託料

でございますが、これ10万円計上させていた

だいておりますが、一応23年３月に用地、東

芝から購入いたしますときも当然鑑定をとっ

ております。 

 このたび、一応一般会計で買い戻すという

ことになりますので、時点修正があれば時点

修正せんといけませんし、時点修正がなけれ

ば、なしはなしでいいんですけども、そのた

め念押しの意味で鑑定評価をとるものでござ

います。 

 一応積算につきましては、50ぐらいの品目

でございまして１品目大体525円の計算で予

算を組んでおります。鑑定の決めにくい絵

画、宝飾品等はネットで写真とコメントの送

付をすれば鑑定をしていただけるということ

になるわけでございます。 

 ただ、質問のご趣旨は、売れた分とこうい

う手数料の差額ということですね。それにつ

いては、ちょっと私今ここではわかりません
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ので、また後ほど予算特別委員会のほうでお

答えをすることにしたいと思います。 

 76ページの公売のシステムについても同様

でございます。 

 この辺も入と出の関係ですね。売れて、こ

んだけ予算組んで、差し引きどうなるかとい

う問題ですね。これについても、今ここでは

わかりませんので、宿題とさせていただきま

す。 

 それから、80ページの針金でございます

が、これは町長選挙の針金でございますが、

これは委託料云々という話ですね。含まれま

せん。私どもが独自で針金を原材料費として

買うというだけのものでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 126ページ、

13委託料でございますが、地籍の関係でござ

います。 

 いつまで続くのかというようなお話なんで

すが、実は現在では毎年１ヘクタール程度を

現地立会して、前年度に立会したものを図面

作成、登記簿作成等をやっておりまして、現

在の状況の中ではいつまでに終わるというよ

うなことはなかなか申し上げるのが厳しいか

なと。今のできる限りでの作業ということで

ございますので、その点ご了承いただきたい

というふうに思います。 

 それから、140ページ、15番工事請負費で

ございます。 

 どのあたりをどうするのかというお話でご

ざいますが、これは花と緑・文化の里ゾーン

と申しまして、現在トイレをつくっておりま

す。それから、東側、ちょうどグラウンドの

南をずっと東へ行ったゾーン、池のところま

であるんですけども、そのあたりの園路、あ

るいは遊具広場、そしてクレイの広場等の整

備をしたいというように考えております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 154ページをお願

いいたします。 

 石海小学校の仮設校舎のリースの関係でご

ざいますが、まず点検保守は含んでおりませ

ん。 

 それと、いつまでかというお尋ねなんです

が、平成24年、来年が４年目でございます。

５年間リースで借りておりますので、とりあ

えず現在は25年までということになってござ

いますが、そのとき現在石海小学校も東を耐

震化をやって、次、24年度に本館をやるわけ

ですけれども、新たなクラスルームが、普通

クラスルームが出てくるということは考えら

れませんので、その25年のリースが終わった

段階でクラスルームが足りてるのかどうかと

いうことは、ちょっと今即断はできません。 

 それと、182ページ、中ほどの施設予約管

理システムの関係をお尋ねいただきましたけ

れども、これにつきましては町全部の予約じ

ゃなくて文化会館だけの施設予約と、恐らく

これにつきましてはチケットの販売と770ほ

どある施設のそれぞれの番号も売れていった

のもつぶしたりするような、そういう広い意

味での予約システムでございます。 

 以上でございます。 

 それと、申しときます。 

 月額23万6,500円、これを12カ月プラス消

費税でございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 次長、154ページの石

海小学校の仮設住宅で修繕料や含めてもこれ

も一緒にここに入ってるんかという問いもあ

ったんやけど。 

○教育次長（神南隆司） それは。 

○議長（佐野芳彦） 先ほど言うたんかな。 

○教育次長（神南隆司） それは含めてない

と。 

○議長（佐野芳彦） ああそっか。含めてな

い言うたんか。 

 失礼しました。訂正します。 

 ほかに質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を締めますよ、終わります。終わり
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ましたよ。 

 お諮りします。 

 ちょっと待ってくださいね。 

 質疑がないようですので、これで質疑を終

わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第18号

は、会議規則第39条の規定によって、３日目

にお配りいたしました議案付託表のとおり、

７人の委員で構成する平成24年度一般会計予

算委員会を設置し、これに付託することにし

たいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、議案第18号は７人の委員で構成

する平成24年度一般会計予算委員会を設置

し、これに付託することに決定しました。 

 お諮りします。 

 ただいま設置されました平成24年度一般会

計予算委員会の委員の選任について、委員会

条例第７条第１項の規定により、堀卓史議

員、首藤佳隆議員、平田孝義議員、吉田日出

夫議員、井川芳昭議員、中島貞次議員、橋本

恭子議員、以上７人を指名したいと思いま

す。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、ただいま指名いたしました７人

の議員を平成24年度一般会計予算委員会の委

員に選任することに決定いたしました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

（休憩 午後４時15分） 

（再開 午後４時15分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 この際、ご報告申し上げます。 

 休憩中に平成24年度一般会計予算委員会が

開催され、委員会条例第８条第２項の規定に

基づき委員の互選により委員長に橋本恭子議

員、副委員長に中島貞次議員が選出されまし

たので、ご報告申し上げます。 

 以上で報告を終わります。 

 お諮りします。 

 本日の会議は議事の都合により、これで延

会したいと思いますが、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、本日はこれで延会することに決

定しました。 

 次の本会議は、３月６日午前10時から再開

します。 

 なお、３月６日の本会議は改めて開催通知

はいたしませんので、ご了承願います。 

 本日はこれで延会します。 

 ご苦労さまでした。 

（延会 午後４時16分） 

 

 

 


